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議事のてんまつ 
午前 9 時 00 分 開会 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 おはようございます。[一同「おはようございます。」]
全員お揃いでありますのでそれではただいまより令和元年度 12月定例会総務産業常任委員

会に付託された案件につきましての審査を始めたいと思います。 
今日の出席委員は 7 人でございます。 
まず最初に議事録署名人の指名をさせていただきます。１番 伊藤隆議員、１０番 中澤

千夏志議員お願いいたします。 
 

①総務課 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 議案第 1 号 箕輪町パートタイム会計年度任用職員

の報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例制定についてお願いいたします。課長 
○中村総務課長 おはようございます。それではよろしくお願いしたいと思います。議案第

1 号 箕輪町パートタイム会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例制

定についてでございます。これにつきましては本会議でもご説明しておりますが地方自治

法また地方公務員法の一部改正によりまして今まで非常勤でありました職員の任用等につ

きまして明確にするために、会計年度任用職員という制度ができましたことに伴いまして

条例を制定するものでございます。細部につきましては人事係長から説明しますのでよろ

しくお願いいたします。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 
○鈴木人事係長 それでは議案第 1 号 箕輪町パートタイム会計年度任用職員の報酬、期

末手当及び費用弁償に関する条例制定ということでご説明をさせていただきます。先ほど

課長が説明したように、地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行により

まして今回、会計年度任用職員制度が新たに創設されることに伴いまして、会計年度任用職

員の勤務条件等を規定するために条例を制定するものでございます。第 1 号議案のパート

タイム会計年度任用職員につきましては、常勤職員より勤務時間の短い会計年度任用職員

の報酬、期末手当また通勤及び出張に係ります費用弁償等につきまして規定するものでご

ざいます。まず最初に第 2 条、第 3 条、第 4 条、第 12 条、第 13 条につきましては報酬に

関することを規定するものでございます。こちらにつきましては常勤職員との均衡を踏ま

え、その上限を定める他、支給方法、減額等につきまして定めるものでございます。続きま

して第 5 条、第 6 条、第 7 条、第 8 条、こちらにつきましては手当に相当する報酬に関す

ることを規定するものでございます。こちらにつきましては常勤職員に支給される手当の

うちこれに相当する報酬として常勤職員の支給基準を踏まえ支給することを定めるもので

ございます。続きまして、第 9 条から第 11 条でございます。こちらは期末手当に関するこ

とを定めるものでございます。こちらにつきましては期末手当について支給基準を定め、支
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給基準を踏まえ、支給することを定めるものでございます。第 14 条、第 16 条こちらにつ

きましては費用弁償に関することを規定するものでございます。通勤に係ります費用弁償

また職務のための出張等する場合に支払われる費用弁償について定めるものでございます。

以上でございます。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 ただいま説明がありましたけれどもこれに関しまし

て委員の皆様方から何かご質問ありましたらお願いいたします。岡田委員 
○２番 岡田委員 お願いします。最初に対象になる人数ってのがもしわかりましたらお

聞かせいただけますか。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 
○鈴木人事係長 今回パートタイム会計年度任用職員につきましては現在の一般職非常勤

職員さんが全てそちらの方に移行いたしますので現在では約 400 ぐらいになります。400
人ぐらいです。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 非常勤職員全員ということですか。係長 
○鈴木人事係長 そうですね。今いらっしゃる非常勤職員さんは原則そちらの方に移行さ

せていただきます。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 岡田委員 
○２番 岡田委員 ありがとうございます。非常勤職員の皆さんへの説明会等を計画され

たりもう既に実施されてるかとも思いますけども本会議でも提案説明の際に質問があった

とおりその対象となる非常勤の職員の皆さんからの心配事や不安というのもたくさん私聞

いてるのですが、なぜこの提案前に説明会が終わっていなかったのか。説明等がした際に要

望や意見といったものを反映できるようなタイミングで説明会があれば理想的だと思うの

ですが今現在行ってると思うのですけど、なぜこの提案前に皆さんの意見をお聞きしなか

ったのかをお聞きしてもよろしいですか。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 課長 
○中村総務課長 これは国の方で制度的に出来て来まして、制度的には課長には説明を前

にはしてあります。その細かい制度設計につきましてはこの議案が通らないとできないわ

けでありまして、このタイミングで対象の皆さんには説明をしているところでございます。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 岡田委員 
○２番 岡田委員 今課長の説明ですと議案が通ってから説明をというお話ですけどもう

計画されてもう週内には説明会がありますよね。議案が通る前に説明会が計画されてると

思うのですがその辺の整合性というのはちょっとお聞かせいただけますか。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 課長 
○中村総務課長 通ってからっていうと 16 日以降になってしまいますが、すみません。提

案した段階でということでございます。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 岡田委員 
○２番 岡田委員 わかりました。是非対象の皆さんへの理解を十分にとっていただきた
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いというふうに思います。もう 1 点来年度の予算への影響っていうのについてちょっとお

聞かせいただきたいのですが、どれぐらいの予算、人件費が増えるのかってことについてち

ょっとお話いただけますか。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 
○鈴木人事係長 実際更新される人数とかによって前後すると思いますが、約 1,200 万円

ぐらい増えるのではないかと今試算はさせていただいております。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 岡田委員 
○２番 岡田委員 その増える分の、なんていうのですかね、こう収入の見込みというか、

完全に持ち出しなのか、交付税として何かしらあるのかというのはわかりますか。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 
○鈴木人事係長 今国の方で地方財政計画の方にはですね、交付税措置ということで今検

討はしていただいておりますが今ちょっとすみません、見えないところがございます。財源

については。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 岡田委員 
○２番 岡田委員 もう 1 点お願いします。費用弁償ですとか期末手当等の月数とかって

いうのは近隣の町村とのバランスというか、様子とかっていうのはお互いバランスとりな

がらやっているのか、それとも箕輪町独自で決定してきてるのかというのについてお聞か

せいただけますか。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 課長 
○中村総務課長 近隣の状況をお聞きしながら決めております。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 他にございませんか。中澤委員 
○１０番 中澤千夏志委員 短時間パートさんの年度末手当の支給基準っていうのはここ

には記入されているのですか。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 課長 
○中村総務課長 全ての方について規定されているわけですが、されております。ただ期末

手当等につきましては社会保険に加入している方を対象としておりまして短時間の方につ

いては支給は想定していません。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 中澤委員 
○１０番 中澤千夏志委員 その社会保険適用がラインであるということはどっかに書い

てありますか。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 
○鈴木人事係長 一応条例第 9 条のところでですね、こちらの方で規定させていただいて

おります。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 他に。岡田委員 
○２番 岡田委員 ご説明では基本的にはこの制度の導入によって年収ベースで皆さん増

えるというお話ですけども、場合によっては働き方説明があったときの整理をしたり働き
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方の職員の異動があったり業務内容を整理する中で時間が実際減る部署もあると思うので

すね。そうすると勤務時間が減ることによって収入が減ってしまうと。この制度の導入によ

って労働時間が減ることによる、勤務時間が減ることによって収入が減ってしまうという

職員も出てきやしないかという心配があるのですが、そういった職員への対応については

どのように考えていらっしゃいますか。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 課長 
○中村総務課長 制度ということで、この制度になったからということでなくて業務の内

容を見直す中で時間が短くなるということは想定できます。この制度によって短くなると

いうことではなくて事業見直す中でですね、短くなって結果的に時間短くなりますのでそ

の分減るということは考えられます。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 岡田委員 
○２番 岡田委員 非正規の方からそういうご相談をたくさん受けるものですから、同じ

タイミングでこの制度の導入によって収入が減るというふうなことを心配をされている方

がいらっしゃるので、ってかそういうシミュレーションを多分示されてるのだと思うので

すけどもそういった方については今のような説明をですね、丁寧に是非していただきたい

なというふうに思います。そうしないと本当に何のための制度かというか、自分の収入が減

ってしまうっていうことは本当に生活に直結すると思うので、是非丁寧な説明を理解を求

めていただきたいなというふうに思います。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 他に。中澤委員 
○１０番 中澤千夏志委員 先ほど前回の全協で労働組合とかの合意なければ実施をしな

いっていう町長のコメントありましたが例えばこの議案を先ほど対象のパートさん、会計

年度任用対象職員の方々への説明を終えて合意を持って 3 月とかの議会で審議するという

ことは考えられないのでしょうか。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 課長 
○中村総務課長 労働組合とは協議を終えておりまして合意は得ているものと考えており

ます。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 中澤委員 
○１０番 中澤千夏志委員 会計年度任用職員の方々に、労働組合の参加対象になってる

方はいらっしゃるのでしょうか。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 
○鈴木人事係長 現在一般職非常勤さんは組合には入っておりません。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 中澤委員 
○１０番 中澤千夏志委員 したがって、労働契約は本人と使用者という関係ですが要す

るに労働組合に参加されている意見は聞いたということですが、会計任用職員の対象の

方々、労働組合に組織されていないので必ずしも今意見聴取を行った労使間協議の中では

説明し合意をいただいてあるというふうに述べていますが対象者本人の説明あるいはリア
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クションについて集約されている現状というふうには見受けられないのですが改めてです

が議案を 3 月に送るということはできないのでしょうか。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 課長 
○中村総務課長 組合の中には正式に非常勤の方は入っておりませんが組合の方では一緒

の労働者としてそういう方との意見交換もしておりまして、したがいまして町としまして

は組合との合意によって非組の方も合意していると考えております。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 青木委員 
○３番 青木委員 今お聞きしててですね、雇用形態がちょっとわからないのですけれど

も一般的に判断すればたぶん雇用形態の中に今課長の説明あったように組合員でないとい

うことは想像できます。ですから多分そこは私の推測で申すわけですけれども、これを雇用

形態、雇用契約の中に、あくまで報償でございますからここは世間の常識だと非組合員であ

るのだろうと私は想像するのですが、そこはちょっと確認ですがどうなのでしょうか。雇用

形態があれば例えばそれは給与扱いになるとか、世間の一般常識、常識というか一般形態か

らいえば雇用契約が発生するものは賃金、それから雇用契約の中でここは精査しなきゃい

けないのですが通常非組合員は報酬でいいというように私も判断してますがそこはどうな

のでしょうか。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 課長 
○中村総務課長 賃金か報酬かということよりも雇用形態の契約としましては本人と時間

契約という時間幾らとか月額幾らという契約を取り交わしております。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 青木委員 
○３番 青木委員 私の聞き方が悪かったです。組合員、今中澤委員の意見があったもので、

組合員か非組合員かという扱いは今役場の中においてはどうなのでしょうかっていう方に

聞いた方がいいかと思います。すみません。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 課長 
○中村総務課長 組合員かどうかということは役場の町当局の考えではなくて組合側の考

え方であります。一応町の組合としては今のところ町の正規職員を対象としているという

ように思っています。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 他にございますか。中澤委員 
○１０番 中澤千夏志委員 残業が発生された場合 1.25 割増だとか休日割増っていう対応

ですが、運用上残業というのは発生しているのか。あるいはタイムカードあるいは残業指示

というルールが運用されているのか、その点お聞きしたいと思います。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 課長 
○中村総務課長 実際に発生する場合もございます。タイムカードは今のところ町の方で

は採用しておりませんが、それは上司の方からの命令ということでやっております。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 発生するという。中澤委員 
○１０番 中澤千夏志委員 タイムカードは採用していないのですね。どうやってその労
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働時間をカウントしているのですか。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 課長 
○中村総務課長 タイムカード云々につきましては昔から色々言われておりまして退社す

るときに、タイムカード押しますけどそうでなくて帰る前に押したりしてそれが果たして

それでその時間っていうのを測れるかという議論がありまして箕輪町では採用しておりま

せん。それにつきましては宿直者の確認ですとか自己申告によりまして把握をしておりま

す。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 よろしいですか。中澤委員 
○１０番 中澤千夏志委員 単純な質問ですが現行では、残業あるいは休日出勤手当って

いうものは支払われているのか、いないのか。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 
○鈴木人事係長 現状では時間外が発生といいますか、時間外の流れとしまして、所属長の

命令によりまして時間外はしていただいております。現在はそれも時間外については報酬

を支払っております。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 よろしいですか。他にございますか。岡田委員 
○２番 岡田委員 すみません。本当に保育士さんの短時間勤務のような方朝とか夕とか

の延長保育とかで働かれている方の本当に月に換算すると大変短い時間数になると思うの

ですけども、そういう短い勤務時間の方たちのその収入も全て基本的には年収ベースで言

えば上がるという考えでいいのか、それともちょっと外れる方はいるよというケースがあ

るのかどうかちょっとお聞かせいただけますか。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 
○鈴木人事係長 短時間の方につきましては現行を維持するようにですね、時給設定はさ

せていただいております。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 岡田委員 
○２番 岡田委員 それは週で、週の勤務時間で言うと何時間からですか。週でも月でもい

いですけれども合計何時間以内の勤務時間の方は現行の今おっしゃった時給設定になるの

かというのを。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 
○鈴木人事係長 すみません。週で管理していなくて時給で設定をさせていただいていて、

今の長時間の方については勤務日数は 5 日間働く方だとかを想定して時給を設定して今現

状の時給を維持できるような形で今考えています。ですので今長時間保育でいいますと 1 日

3 時間で 5 日間、15 時間で今考えております。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 他に。中澤委員 
○１０番 中澤千夏志委員 先ほど財源の問題で地方財政計画に基づいて交付税とかのね、

部分についてはまだ不透明というふうにありましたがその時点で要するに財源が確定して

いない段階で条例をこのまま運用していいものなのか、改めて先ほどの話ですが 3 月の議
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会に申し送ることはできないのかお願いします。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 課長 
○中村総務課長 財源につきましては先ほど人事係長が申し上げましたとおりまだ不透明

です。ですので場合によっては単費ということになる可能性もあります。しかしこの法律自

体が令和 2 年の 4 月 1 日施行ということになっておりまして先ほど来出ております皆さん

への説明とかも含めてこの段階で条例を出しませんと 3 月ではとても間に合わないかと思

います。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 青木委員 
○３番 青木委員 ちょっと今の話を聞いてて中澤委員の総務省と財務省であるこれから

ね、地財計画というものが 12 月ですかね、いつも総務省と財務省でやる。で、その地財計

画によって私の思うには人件費というのは普通交付税では今まであったのですか。交付税

で人件費が使えるという名目ではないような気がしますがその辺はどうでしょうか。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 課長 
○中村総務課長 交付税の算定の中に色んな 10 万人当たりの（聴取不能）な数字がござい

まして、当然その中には人件費も含まれております。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 他に。岡田委員 
○２番 岡田委員 何度もすみません。先ほどすみません。1 日 3 時間で 5 日の場合の 15
時間の方については、現行の時給を維持されるということで、そうしますとその方の期末手

当というのはどのように計算されるのか。ちょっとお聞かせいただけますか。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 
○鈴木人事係長 期末手当の支給対象者につきまして先ほど課長が説明したように社会保

険の加入ということで今やっておりますので、時間が短い方は社会保険には入られないの

でちょっと期末手当は支給されないと解釈してます。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 岡田委員 
○２番 岡田委員 そうしますと確認ですが、その短時間の方については時給のみという

ことで現行維持ということは、年収ベースも現行と変わらないってことで、今と全く変わら

ないということで考えてよろしいですか。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 
○鈴木人事係長 務める時間によってまた年収も変わってくると思うのですが、今までど

おりに働きになれば、年収は今までどおりのものに考えております。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 他にございませんか。  
（「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 それではないようでありますので討論に入ります。

討論ありますか。  
（「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 討論ございません。それでは議案第 1 号 箕輪町パ
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ートタイム会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例制定について議

案どおり可決することにご異議ございませんか。  
（「異議なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 それでは最終日報告をさせいただきます。 
次に、議案第 2 号 箕輪町フルタイム会計年度任用職員の給与に関する条例制定につい

て、課長 
○中村総務課長 それでは議案第 2 号 フルタイム会計年度任用職員の給与に関する条例

制定についてお願いいたします。これにつきましては先ほどのパートタイム会計年度任用

職員と同じ制度にのっとりましてフルタイム会計年度任用職員につきまして条例を整備す

るものでございます。細部につきましては人事係長から説明しますのでお願いいたします。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 
○鈴木人事係長 それでは、議案第 2 号 箕輪町フルタイム会計年度任用職員の給与に関

する条例制定ということでご説明させていただきます。議案第 2 号につきましては、常勤

職員と勤務時間の同一の会計年度任用職員の給料、諸手当について規定するものでござい

ます。第 2 条、第 3 条、第 17 条、第 18 条、第 19 条につきましては給与に関することを規

定するものでございます。給与の種類、支払方法、減額等について定めるものでございます。

続きまして第 4 条から第 7 条、こちらにつきましては給料について定めるものでございま

す。給料につきましては、常勤職員の例によりまして基準を定めるものでございます。続き

まして第 8 条から第 13 条、諸手当に関することを規定するものでございます。こちら諸手

当、通勤手当、また特殊勤務手当等につきまして常勤職員の例によりまして支給することを

定めるものでございます。第 14 条から第 16 条、こちらにつきましては期末手当につきま

して定めるものでございます。期末手当につきましては支給基準を定め、支給基準を踏まえ、

支給することを定めるものでございます。以上でございます。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 何かご質問ございますか。中澤委員 
○１０番 中澤千夏志委員 フルタイム会計年度職員の対象人数は今現在何人くらいいら

っしゃるのでしょうか。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 
○鈴木人事係長 現状ではフルタイムの会計年度任用職員に当たる方はいらっしゃいませ

ん。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 他に。中澤委員 
○１０番 中澤千夏志委員 今後パートタイムをフルタイム化するという要するに余地を

これで担保するっていう意味合いの提案ということで確認していいのですか。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 
○鈴木人事係長 そうですね。条例を整備させていただいて、フルタイム会計年度任用職員

も任用できるようにさせていただくものでございます。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 中澤委員 
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○１０番 中澤千夏志委員 その任用基準っていうのはこの条例の中にどっかに触れてい

ますか。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 
○鈴木人事係長 こちらはですね、任用基準につきましては地方公務員法の第 22 条の 2 第

1 項第 2 項の規定ということで地方公務員法でうたわれているものでございます。そちらで

フルタイムとパートタイムっての分けてますのでそちらの方で規定するものございます。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 よろしいですか。他に。 
（「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 ないようでありますのでそれでは討論に入ります。

討論ありますか。 
（「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 討論ありませんので議案第 2 号 箕輪町フルタイム

会計年度任用職員の給与に関する条例制定について原案どおり可決することにご異議ござ

いませんか。  
（「異議なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 異議なしと認めそれではあとで後ほどご報告いたし

ます。 
それでは、議案第 4 号 箕輪町公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部を改

正する条例制定について説明をお願いいたします。課長 
○中村総務課長 これにつきましても地方公務員法の一部改正によりまして法律の方が変

わったために条例の整備をするものでございます。細部につきましては人事係長からお願

いいたします。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 
○鈴木人事係長 それでは議案第 4 号の説明をさせていただきます。こちらにつきまして

は、先ほど課長がいったように地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行

に伴いまして会計年度任用職員が創設されますのでこちらの会計年度任用職員が、条例の

対象となることに伴いまして所要の整備を行うものでございます。こちら議案第 4 号につ

きましては条例で引用しております地方公務員法の条項変更に伴います一部改正をするも

のでございます。こちら地方公務員法の第 22 条が変更となったための改正をするものでご

ざいます。以上でございます。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 ただ今説明はありました。これについてご質問等ご

ざいましたらどうぞ。岡田委員 
○２番 岡田委員 すみません。これ最初の方に出てくる公益法人等への職員の派遣とあ

りますけどもこれ現在何人対象になる方がいらしてどこに派遣されてるのかというのをお

聞かせいただけますか。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 
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○鈴木人事係長 現在ですね、派遣が箕輪町社会福祉協議会にお一人、上伊那農業協同組合

にお一人のお二人でございます。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 よろしいですか。他にございませんか。 
（「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 ないようでありますので、討論ございますか。  
（「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 討論なしと認めます。それでは議案第 4 号 箕輪町

公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部を改正する条例制定について議案どお

り決することにご異議ございませんか。  
（「異議なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 なしと認めます。それでは報告をいたします。 
次に議案第 5 号 箕輪町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部を改正する

条例制定について説明をお願いいたします。課長 
○中村総務課長 人事行政改正につきましても地方公務員法の一部改正によりまして条例

の整備を行うものでございます。細部につきましては人事係長からお願いします。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 
○鈴木人事係長 議案第 5 号の説明をさせていただきます。こちらもですね、会計年度任

用職員が条例の対象となることに伴いまして所要の整備を行うものでございます。こちら

につきましてはフルタイム会計年度任用職員の状況等を公表するために今回規定をさせて

いただく一部改正となっております。以上でございます。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 これについてご質問等ございましたらお願いいたし

ます。岡田委員 
○２番 岡田委員 すみません。改正案のところにある及び以降の第 22 条の 2 第 1 項第 2
号に掲げる職員というのがこの会計年度任用職員に当たるという解釈でよろしいでしょう

か。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 
○鈴木人事係長 こちら加えているものがですね、フルタイムの会計年度任用職員となり

ます。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 他にございますか。 
（「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 討論に入ります。討論ありますか。  
（「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 討論なしと認めます。それでは議案第 5 号 箕輪町

人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部を改正する条例制定について議案どお

り決することにご異議ございませんか。  
（「異議なし」の声あり） 
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○１１番 荻原総務産業常任委員長 それではなしと認めます。最終日に報告いたします。 
それでは、議案第 6 号 職員の分限に関する条例の一部を改正する条例制定について説

明をお願いいたします。課長 
○中村総務課長 議案第 6 号でございますが、こちらにつきましても地方公務員法等の一

部改正によりまして改正するものございます。会計年度任用職員という職員制度ができま

すのでその人たちについても分限の対象にするというものでございます。細部につきまし

て人事係長の方からお願いいたします。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 
○鈴木人事係長 議案第 6 号につきましてご説明させていただきます。こちらにつきまし

ては先ほど来出ております会計年度任用職員が条例の対象となることに伴いまして所要の

整備を行うものでございます。こちらにつきましては、会計年度任用職員の休職の期間につ

きまして規定するために、一部改正するものでございます。以上でございます。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 ただ今説明がありました。これに対してご意見ご質

問等ございましたらお願いいたします。中澤委員 
○１０番 中澤千夏志委員 今ちょっと 6 号の趣旨ですけどもう一度お願いします。今係

長の述べた説明を。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 
○鈴木人事係長 こちらにつきましては会計年度任用職員の休職の期間につきまして規定

するものでございます。それに伴いまして一部改正を行うものでございます。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 他にございますか。岡田委員 
○２番 岡田委員 議運の際にもその分限という言葉、私今回初めて知ったのでその説明

を求めたのですがこの分限というものの意味と休職というものの、この改正に関するこの

繋がりがよくわらかないのですけども。すみません。分限ってのはなんかこう町長の説明だ

とその懲戒等の処分等に関係するような意味合いだというふうにお聞きしたのですが、そ

れとその休職というもの繋がりについてちょっとお聞かせいただけますか。条例そのもの

の説明になってしまうかと思うのですけども、この分限に関する条例というものの。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 
○鈴木人事係長 こちら分限につきましては、職員の意に反する休職の自由並びに職員の

意に反する後任また免職及び休職の手続並びに効果並びに失職の特例に関する規定するも

のでございます。分限と懲戒処分がございましてこちらは分限の方を規定する条例でござ

いまして、はい。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 課長 
○中村総務課長 分限についてはそういうことでございます。この改正は会計年度任用職

員は基本的に 1 年という単位で採用しますのでこの休職期間につきましては通常ですと 3
年という期間がございましてそのためにこの 1 年、この任務権者が指定する範囲ないとい

うことにする条例の改正でございます。 
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○１１番 荻原総務産業常任委員長 よろしいですか。岡田委員 
○２番 岡田委員 3 年を超えない範囲内というものは実際問題、そのちょっと体制、新旧

対照表を見てもちょっと言葉の解釈が難しいのですけども、そうすると 1 年ごとの職員の

採用っていうことになるとその 1 年を超える部分についてはどのように対応するのですか。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 課長 
○中村総務課長 どのようにといいますか、ですので 1 年、最長 1 年ということですね。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 中澤委員 
○１０番 中澤千夏志委員 これは要するに 1 年更新、雇用契約を更新していくのだけれ

ども休職に当たっては要するに 3 年までいいよってことなのですか。あるいは任命権者が

認める期間、任期にいかない以内休職してもいいよっていう解雇しないよというそういう

意味なの。よくわからないのだけど。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 
○鈴木人事係長 先ほど課長が説明したように会計年度任用職員につきましては 1 会計年

度で要は最長 1 年ですので、その期間の中で任命権者の定める期間内は休職していいとい

う、3 年というのは正規職員は 3 年あるのですけど、それを今回は会計年度任用職員の創設

に伴いましてその中で期限内の定めるものということで改正をするものでございます。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 中澤委員 
○１０番 中澤委員 今提案されているものに関連するのかどうなのかちょっとわからな

いのですけれど、要するに労働契約法 18 条ってやつの中には更新 5 年重ねた場合当該使用

者に無期労働契約を転換申し入れた場合、使用者は当該申し込みを承諾しなければならな

いという契約法があるのだけれど、その労働契約法第 18 条で規定されている要するに 5回、

要するに会計年度 5 回継続してその人には普通労働契約法上では、要するに更新を申し入

れる権利を認めてるのだけど、この今の条例改訂の中にはその労働契約法第 18 条っていう

のは保障されているのかいないのか。今その休職というところにしかそこの議案にはない

のですが、その全体像がよくわからないのですが、教えてください。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 中澤委員に申し上げます。この条例に関することで

あって今おっしゃっているのはここで議論をされる内容ではない。ですので議案第 6 号、

この件についてのご質問等ならいいですが。他に。 
（「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 それでは討論ありますか。  
（「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 討論なしと認めます。それでは議案第 6 号 職員の

分限に関する条例の一部を改正する条例制定について、原案どおり決することにご異議ご

ざいませんか。  
（「異議なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 異議なしと認めます。それでは最終日報告いたしま



 
 

令和元年１２月定例会総務産業常任委員会審査 

-14- 
 

す。 
それでは議案第 7 号 職員の懲戒に関する条例の一部を改正する条例制定について説明

をお願いいたします。課長 
○中村総務課長 この条例の改正につきましても地方公務員法の改正によりまして会計年

度任用職員についても対象とするというものでございます。細部につきましては、人事係長

説明させます。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 
○鈴木人事係長 それでは議案第 7 号につきましてご説明させていただきます。こちらも

会計年度任用職員が条例の対象となることに伴いまして所要の整備を行うものでございま

す。こちらにつきましては会計年度任用職員のパートタイム会計年度につきましては報酬

を支払いますので報酬の減給につきまして規定するため一部改正をするものでございます。

以上でございます。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 ただいまの説明に何かご質問ご意見等ございますか。

ございませんか。  
（「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 なしと認めます。それでは討論ございますか。  
（「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 討論なしと認めます。それでは、議案第 7 号 職員

の懲戒に関する条例一部を改正する条例制定について原案どおり決することにご異議ござ

いませんか。  
（「異議なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 なしと認めます。それでは最終日報告いたします。 
議案第 8 号 箕輪町職員の勤務時間及び休暇等に関する条例の一部を改正する条例制定

について説明をお願いいたします。課長 
○中村総務課長 議案第 8 号につきましても会計年度任用職員につきまして条例の整備を

するものでございます。細部につきましては人事係長からいたしますのでよろしくお願い

いたします。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 
○鈴木人事係長 それでは議案第 8 号の説明をさせていただきます。こちらにつきまして

は会計年度任用職員を含みます非常勤職員の勤務時間、休暇等につきましては規則で定め

る旨を規定するため一部改正をするものでございます。以上でございます。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 ただいまについて何かご意見ご質問等ございますか。 
（「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 それではなしと認めます。討論ございますか。  
（「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 討論なしと認めます。それでは議案第 8 号 箕輪町
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職員の勤務時間及び休暇等に関する条例の一部を改正する条例制定について原案のとおり

決することにご異議ございませんか。 
（「異議なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 異議なしと認め最終日報告いたします。 
議案第 9 号 箕輪町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例制定について

お願いいたします。課長 
○中村総務課長 議案第 9 号の条例改正につきましても会計年度任用職員についてまた非

常勤の職員について、育児休業について定めるものでございます。細部につきましては人事

係長から説明しますのでお願いします。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 
○鈴木人事係長 それでは議案第 9 号についてご説明をさせていただきます。こちらにつ

きましては会計年度任用職員を含みます非常勤職員の育児休業の取得可能期間等につきま

して規定するため、一部改正を行うものでございます。以上でございます。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 ただいまの説明に何かご質問ご意見等ございますか。

ございませんか。  
（「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 なしと認めます。それでは討論ございますか。  
（「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 討論なしと認めます。それでは議案第 9 号 箕輪町

の職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例制定について原案どおり決するこ

とにご異議ございませんか。  
（「異議なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 異議なしと認め、最終日報告いたします。 
議案第 10号 箕輪町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一

部を改正する条例制定について説明をお願いいたします。課長 
○中村総務課長 議案第 10 号につきましても地方公務員法、また地方自治法の改正に伴い

まして会計年度任用職員の制度に伴います条例改正でございます。特別職の非常勤、今まで

箕輪町ではかなり広範囲に定めておりましたが、今回の法改正によりましてかなり限定的

になってきております。そういった関係で今まで事務嘱託員さんのような方につきまして

この条例では削除しまして先ほどの第 1 号議案の方の会計年度任用職員の方に移るもので

ございます。細部につきましては人事係長から説明しますのでお願いいたします。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 
○鈴木人事係長 それでは議案第 10 号の説明をさせていただきます。こちらにつきまして

は条例で引用しております地方自治法の条項変更に伴う改正また先ほど課長も説明したよ

うに特別職非常勤につきましては職務が限定されましたのでそちらによりまして、特別職

非常勤職員から一般職会計年度任用職員への移行するために、別表を改正するものでござ
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います。以上でございます。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 ただいまの説明に何かご異議ご質問等ございました

ら。ございませんか。 
（「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 それではなしと認めます。討論ございますか。 
 （「なし」の声あり） 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 討論なしと認めます。それでは議案第 10 号 箕輪町

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例制定

について原案どおり決することにご異議ございませんか。  
（「異議なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 異議なしと認め最終日報告いたします。 
議案第 12 号 箕輪町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正す

る条例制定について説明をお願いいたします。課長 
○中村総務課長 議案第 12号につきましては成年後見人制度の促進に関する法律の一部改

正、成年被後見人等であることのみをもって不利益にならないということを定める法律が

ありましてそれに伴いまして今回消防団員に関しまして条例の一部改正をお願いするもの

でございます。細部につきましては係長から説明させますのでお願いいたします。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 
○潮田消防防災係長 議案第 12 号について説明をさせていただきます。こちらにつきまし

ては成年後見人制度の利用の促進に関する法律に基づく措置としまして成年被後見制度等

であることを理由に不当に差別されないよう、適正化を図ることを講ずることに併せまし

て条例の一部を改正するものでございます。具体的には消防団員になることに当たりまし

て現行の条例では第 4 条につきまして成年被後見人または被保佐人に該当するものにつき

ましては団員となることができないとなっておりますのでこの条文を削ることをもって改

正をしたいと考えております。以上です。よろしくお願いします。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 ただいま説明ありました。これについて質問、ご意見

等ございましたらお願いいたします。ございませんか。 
（「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 討論ございますか。  
（「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 討論なしと認めます。それでは、議案第 12 号 箕輪

町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例制定について原

案どおり決することにご異議ございませんか。  
（「異議なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 異議なしと認め、最終日報告いたします。 
それでは議案第 13 号 箕輪町の一般職非常勤職員等の任用、勤務条件等に関する条例を
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廃止する条例制定について説明をお願いいたします。課長 
○中村総務課長 議案第 13号につきましても会計年度任用職員の適用によりまして廃止す

るものでございます。これにつきましては令和 2 年 3 月 31 日まで現在の制度にのっとって

いる方については引き続きその後もそれを適用するという附則をつけてございます。以上

でございます。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 ただいまの説明についてご意見ご質問等ございまし

たらお願いいたします。  
（「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 なしと認めます。それでは討論ございますか。  
（「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 討論なしと認めます。それでは、議案第 13 号 箕輪

町一般職非常勤職員等の任用、勤務条件等に関する条例を廃止する条例制定について、原案

どおり決することにご異議ございませんか。  
（「異議なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 異議なしと認め最終日報告いたします。 
議案第 14 号 令和元年度箕輪町一般会計補正予算(第 3 号)、総務課に係わる案をお願い

いたします。課長 
○中村総務課長 補正予算をお願いいたします。歳入歳出ともにありますので、それぞれ担

当係長から説明しますのでお願いいたします。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 
○川合総務係長 まず初めに補正予算書の方第 3号でございますがこちらの 13 ページをお

開きください。13 ページ、17 款 県支出金でございます。0302 総務費委託金でございま

して 82 万 6,000 円の歳入増としております。こちらにつきましては、7 月 21 日執行の参

議院議員選挙におけます精算処理を現在行ってるところでございますが、交付金の額が増

額されることに伴いまして補正するものでございます。続きまして 16 ページをお願いいた

します。20 款 繰入金でございます。0301 財産区繰入金としまして 78 万 9,000 円の増と

なっております。1 点目が 0259 財産区議会議員選挙費としまして 31 万 5,000 円、こちら

につきましては年明けの 2 月 2 日執行予定の財産区選挙にあたりまして、現在大出財産区

につきましては 2 年任期でやってるわけですけども 1 年ごと改選したいという申し出がご

ざいまして、それに対応する繰入金を補正するものでございます。2 点目が財産区繰入金増

としまして 47 万 4,000 円でございますが、こちらにつきましては中曽根財産区でございま

して中曽根財産区の持っている所有地の東信鋼鉄に貸している駐車場があるわけでござい

ますが、そちらを増設をするのに当たりまして中曽根区に工事を依頼して支障木の処分工

事を行うものでございまして一般会計へ繰り入れ、その後またあとであれですけれど歳出

の方で中曽根区へ支出するというものになります。続きまして歳出の方でございます。20
ページの方お願いいたします。02 款 総務費 0201 一般管理費でございます。人件費の方
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につきましては後ほど人事係長の方で説明いたしますので 13 の委託料でございます。55 万

5,000 円の増としまして不燃ごみ処理委託料の増でございます。こちらにつきましてはです

ね、旧おごち保育園でございますが、台風の影響で屋根が飛びまして、あそこにかなりの色

んな物品類を保管しておりました。机、椅子等々、色々な物が各課保管していたのですけれ

ども、その雨によって浸水してしまって使い物にならないものが大量に廃棄物として出て

しまいますので、これにつきまして業者委託して一括で処理を行うというものが主なもの

になります。次に 19 の負担金、補助金、交付金でございまして 47 万 4,000 円、こちらが

先ほど歳入の方で説明しました中曽根区へ支出するものの 47 万 4,000 円になります。続き

まして 0202 庁舎管理費でございます。89 万 7,000 円の増としましてまず初めに庁舎排水

施設修繕ということで 34 万 7,000 円、こちらにつきましては役場北側の駐車場と図書館の

雨水をですね、松島区が管理してます新井の水路へ落としてる水路がちょうどなんていう

のですかね、東側にあるのですけども、こちらにつきまして 7 月 23 日の短時間大雨の際で

ございますが水路を水が超えて、その現場を見ているわけではないのですけど、超えて畑に

流れ出してたと、確かに以前もそういった傾向があったのですけども明らかにそうだとい

う事象が出てこなかったのですが今回の大雨によって排水路から飛び出て、水位が高かっ

たために水路が出て飛び越えていったのだろうということがまず容易に確認できる現場で

分かったものですからこちらにつきまして松島区から改善の要望がございまして、協議し

てきまして出口をできるだけ新井の水路に平行に出すというようなことでいかがかという

ことで提案しまして、松島区の方も了解されましたのでここで 34 万 7,000 円補正しまして

対応したいというものでございます。それから 2 点目が庁舎北側駐車場舗装修繕というこ

とで毎年修繕で対応させていただいておりますが保健センターの利用者の区画、駐車場が

大きく落ち込んでいるということで水たまりがかなりできてしまうということで今回修繕

対応を補正するものでございます。 
○小林セーフコミュニティ推進室係長 引き続きまして 0203 防犯推進事業費でございま

す。11 の需用費、02 燃料費を 11 万 6,000 円補正をお願いするものでございます。これは

10 月から導入しました安全安心パトロール車の燃料費でございまして実際に運用を始めた

ところ、実際の走行距離以上に駐留警戒時の回転灯を回すために、エンジンをかけておかな

ければバッテリーが上がってしまうということで想定よりも燃料を要することが判明した

ために今回補正をお願いするものでございます。その下 0221 情報化推進費でございます。

13 委託料、01 委託料でございますけれどもこちら Windous サポート終了対応業務委託と

いたしまして 214 万 9,000 円増額補正をお願いするものでございます。これは現在新クラ

イアントサーバの OS が Windous サーバ 2008 でございまして、こちらのサポートが来年

の 1 月 14 日に終了することから当初予算にて Windous サーバ 2016 へ更新することとし

ていたわけでございますが、更新する OS に対応する端末のライセンスの購入が別途必要で

あることが判明いたしまして今回端末のライセンスの購入及び設定の委託料の補正をお願

いするものでございます。またページ移りまして 18 の備品購入費、01 の備品購入費でござ
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います。400 万円減額補正するものでございます。これは今年度 Windous10 のパソコンを

購入した際の入札差金につきまして減額するものでございます。おめくりいただきまして

22 ページにまいります。22 ページの中ほど 0241 交通安全対策費でございます。19 負担

金、補助金及び交付金の 03 の交付金につきまして運転免許自主返納交付金を 20 万円増額

補正をお願いするものでございます。高齢者運転免許証自主返納支援交付金は当初年間 100
件を想定しておりまして 100 万円計上していたところでございますけれども本日現在で 70
件ということで、昨年度の年間実績 77 件を上回るペースで申請があることから年間 120 件

1月当たり 10件相当見込みまして、20件分 20万円の補正をお願いするものでございます。 
○川合総務係長 続きまして 24 ページをお願いいたします。24 ページの中ほどにありま

す 0259 財産区議会議員選挙費でございます。こちらは先ほど歳入の方で説明しました大出

財産区の分が増えることによりまして所要の経費を計上したものでございます。その下

0264 参議院議員選挙費でございます。こちらの方も先ほど歳入の方で説明いたしましたと

おり、歳入増に伴います予算組替となりますのでよろしくお願いいたします。 
○鈴木人事係長 それでは給与費につきましてご説明をさせていただきます。46 ページを

ご覧いただきたいと思います。それでは給与費明細書で説明をさせていただきます。今回の

補正の主な要因といたしましては年度途中の退職者また人事異動に対応する部分につきま

して補正するものでございます。こちら(1)として総括でございますが、職員が年度途中 2
人退職したことによりまして給料、手当、共済費の減でございます。職員手当の内訳でござ

いますが、扶養手当、住居手当、通勤手当、また児童手当につきましては支給対象者の変動

及び再度積算した結果によります減でございます。続きまして、47 ページをご覧いただき

たいと思います。こちら(3)給料及び職員手当の状況でございます。こちらのウの級別職員

数でございます。こちら年度途中で退職したものが 3 級の職員でございましてこちらが 60
人から 58 人に減ったものでございます。続きまして 48 ページをご覧いただきたいと思い

ます。エの昇給の部分でございます。こちら先ほどご説明したように 3 級の職員が 2 人退

職しましたので 196 人から 194 人に減りまして昇給にかかわります職員数が 183 人から

181 人に減ったものでございます。こちらの該当する職員につきましては 4 号俸昇給する

予定の職員でございましたのでそちらの職員が 147 人から 145 人に減ったものでございま

す。特別会計につきましては国保の特別会計がこちらございます。こちらにつきましては手

当の支給対象者の変動等に伴うものの補正でございます。また水道、下水道会計につきまし

ては人事異動に対応する部分等につきまして補正するものでございますのでよろしくお願

いいたします。以上でございます。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 それではただいまの説明に対してご意見ご質問等ご

ざいましたらお願いいたします。岡田委員 
○２番 岡田委員 すみません。21 ページのパソコンの備品購入費で入札差金 400 万円っ

てことなのですけど、当初が幾らで設定されててこの差金になったのかちょっとお聞かせ

いただけますか。 
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○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 
○小林セーフコミュニティ推進室係長 当初予算は 1,385 万 3,000 円でございました。実

際に入札を経て契約をいたしたところでございますけれども、878 万 9,019 円ということ

でございました。500 万円ほど残額生じましてここで 400 万円は減額補正をさせていただ

くものでございます。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 よろしいですか。岡田委員 
○２番 岡田委員 ありがとうございます。差金の額と入ってくる額っていうのは、これ若

干違うっていうのは、すみません。教えていただけますか。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 
○小林セーフコミュニティ推進室係長 入ってくるといいますか、減額する金額のことだ

と思うのですけれども、実際には現在500万円ほど残っているわけでございますけれども、

プリンター等これまでも補正でお願いをして対応させていただいたところはあるのですけ

れども、故障をして急な支出が求められる場合がございます。その関係もございまして 100
万円残しておくという考えでございます。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 岡田委員 
○２番 岡田委員 ありがとうございます。すみません、ちなみにその落札された業者さん

というのは町内の業者と考えていいのか。何か特別な理由があって別の業者の方ってのち

ょっとお聞かせいただけますか。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 
○小林セーフコミュニティ推進室係長 特に町内町外というわけでございませんけれども

1 件目トーテックアメニティさん、NEC フィールディングさんが 2 件ですかね。という形

で実際に入札を終わった結果、こちらが落としているということでご了解いただきたいと

思います。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 よろしいですか。他にございますか。議長 
○中澤議長 さっきの給与費明細の説明の中で正規職員が 2 名減った、途中でお辞めにな

った。この減った分というのは来年の 4 月に補填というか元へ戻すというかそんなことを

考えておられるのかっていう点と、当面 2 人減員になった分をカバーされてるわけですよ

ね。さっき産休の職員の方お二人っていうことで、一人は保母さんですか、二人とも保母さ

んですか。産休だけど保母さんじゃないの。保育士さんじゃなくて。いずれにしろその欠員

になってるのはどうやってカバーしているというかその辺ととにかく 4 月にはちゃんと元

へ戻すのかどうかっていう、減ったままでやっていっちゃうのか、ということです。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 課長 
○中村総務課長 この二人の減員、減の状態につきましては産休明けの方が何人かいまし

てその方も含めて充てております。またここで言うのもあれなのですが実際に出てきてい

なかった職員がおりまして実質的には、というようなこともあります。それから来年度につ

きましては退職の職員もおりますので総体的な中で考えていきたいと思います。 
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○１１番 荻原総務産業常任委員長 他にございますか。  
（「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 ないようでありますので討論ございますか。 
（「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 討論なしと認めます。それでは議案第 14 号 令和元

年度箕輪町一般会計補正予算(第 3 号)総務課に係わる件につきまして原案どおり決するこ

とにご異議ございませんか。  
（「異議なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 なしと認め、最終日報告いたします。 
【総務課 終了】 

 
②企画振興課・みのわ魅力発信室 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 それでは会議を再開をいたします。企画振興課・みの

わ魅力発信室に係わる案件を議題といたします。 
それでは議案第 14 号 令和元年度箕輪町一般会計補正予算(第 3 号)、企画振興課・みの

わ魅力発信室に関する説明をお願いいたします。課長 
○毛利企画振興課長 令和元年度の箕輪町一般会計補正予算(第 3 号)の企画振興課に係わ

る部分につきましてご説明を申し上げます。細部につきましては担当の係長から説明をさ

せていただきますのでよろしくお願いいたします。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 
○柴宮財政係長 それでは議案第 14 号の一般会計補正予算(第 3 号)につきましてご説明を

申し上げます。6 ページをご覧ください。第 2 表の繰越明許費でございます。民生費の児童

福祉費ですが木下保育園の建設事業ということで 1 件、それから農林水産業費、林業費で

松林保護樹林帯の造成業務委託を 1 件、それから土木費、道路橋梁費で社会資本整備総合

交付金事業の道路改良事業で 1 件、それから同じく土木費、道路橋梁費で防災・安全社会資

本整備総合交付金事業橋梁長寿命化事業ということで長寿命化の点検業務につきまして 1
件、それから同じく土木費、道路橋梁費で狭あい道路整備等促進事業で町道 115 号線につ

きまして 1 件、それから最後が災害復旧費の農林施設災害復旧費で林道峯山線の災害復旧

事業で 1 件ということで合計 6 件、2 億 2,227 万 7,000 円を繰り越すものでございます。続

きまして 7 ページになります。7 ページが第 3 表地方債補正でございます。上の表が追加で

ございますが 1 行目が学校教育施設等整備事業債でございます。小中学校のトイレの洋式

化、多目的トイレ設置にかかわる設計業務委託に充当するための 1,900 万円、それから 190
万円失礼しました。それと次が農地農林施設災害復旧事業債でございますが台風 19 号で被

災しました林道峯山線の災害復旧事業に充当するための 580 万円、こちらの借入限度額を

追加するものでございます。下の表になりますが変更であります。衛生施設整備事業債は木

ノ下駅のトイレの整備工事に多目的トイレ等を整備するために 560 万円を追加し 1,580 万
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円に、それから次が保育園整備事業債でございますが、木下保育園の用地造成工事に充当す

るために 9,140 万円を追加し 1 億 7,150 万円にするものでございます。それでは引き続き

歳入歳出予算の補正をご説明いたします。まず歳入から説明をさせていただきます。10 ペ

ージをご覧ください。10 ページの 12 款 地方交付税でございますが特別交付税を見込額

で 1 億円計上いたしました。続きまして 14 ページをご覧ください。18 款 財産収入でご

ざいます。こちら減債基金の運用収入を 50 万 4,000 円増額するものでございます。続きま

して 16 ページをご覧ください。20 款の繰入金でございます。財政調整基金からの繰入を

3,000 万円減額いたしました。それから 18 ページをご覧ください。18 ページが 23 款 町

債でございますがこちらにつきましては先ほど 7 ページの地方債補正でご説明差し上げた

内容が記載されております。続きまして歳出の説明になります。 
○安積 U・I ターン推進係長 歳出の方をご説明をいたします。おめくりいただきまして 22
ページをお願いいたします。中ほどの 0236 移住・定住推進事業費でありますが補正額では

1 万 2,000 円の減額ということになります。節でご説明いたします。9 節旅費につきまして

10 万 6,000 円。これにつきましては都市部で行っております移住相談会の回数増えたりし

ましてそれにかかわる職員旅費でございます。13 節の委託料であります。これ移住体験ツ

アー等の事業を委託で行うという予定でございましたが若干不用額が見込まれますので現

在のところ見込まれる額 25 万円を減額をいたします。それから 14 節の使用料及び賃借料

でありますが、旅費と同様でございまして移住相談会におきましてブースを出展をいたし

ます。ブースについては使用料取られるものですから、それについて若干不足額が見込まれ

ますので 13 万 2,000 ほど補正をお願いするものでございます。以上です。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 
○柴宮財政係長 続きまして 23 ページをご覧ください。1 番上の 0299 でございます。減

債基金費です。50 万 4,000 円の増額でございます。こちらつきましては財産収入の利子分

を増額するものであります。続きまして 44 ページご覧ください。12 款の公債費でありま

す。1201 の長期債償還元金でございますがこちらが 77 万 9,000 円の増額でございます。

こちらにつきましては借り入れの金利の見直しによりまして元金の方が増えてきましたと

いうことで 77 万 9,000 円の増額を要求するものです。続きまして 1202 の長期債償還利子

でございますがこちらにつきましては支出見込額を算出いたしまして 1,306 万 4,000 円を

減額するものでございます。引き続き 45 ページをご覧ください。45 ページの 14 款 予備

費でございます。1401 予備費ですがこちらは歳入歳出を調整いたしまして 1,030 万 2,000
円を増額するものでございます。予算につきまして以上でございます。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 それでは補正の企画振興課・みのわ魅力発信室にか

かわる案件であります。ご意見ご質問等ございましたらお出しください。岡田委員 
○２番 岡田委員 すみません。22 ページの移住体験ツアー業務委託料減ということなの

ですけどもこの減の理由をちょっとお聞かせいただけますか。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 
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○安積 U・I ターン推進係長 移住体験のツアーということで計画をいたしておりましてそ

の中で予定をした委託事業者がございました。正直言いまして若干事業者の問題がござい

まして移住体験ツアー、その事業者に対するものについては好ましくないということで一

応見合わせを正直にいたしました。内容につきまして移住のツアーにつきましては一定の

スケジュール組んでやってるものですからすぐに違う形でというのが難しいってことあり

まして違うツアーも含めてなのですが、違う形で説明会を増やしてるとかいう中で今年度

はいこうかなということで見込みとして一旦こちら全額ではないのですが、一部を減額さ

せていただいたということであります。これにつきましては長野県内で他の市町村もやは

り同じように計画しているとこありましたが同様にやはり見合わせるというような情報が

ございます。以上です。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 他にございますか。青木委員 
○３番 青木委員 起債の変更の部分で衛生施設、木ノ下の多目的トイレの件ですが、この

起債の増額は当初の見込みから変わっちゃったのか、あるいはその途中で工事を追加工事

のために増額 800 万の補正ですかね、起債の部分で限度額 1,580 万になってますが財産管

理費で 800 万の補正、増額になってます。この内訳ですが今言うように当初見込みから増

えた原因は何でしょうか。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 
○柴宮財政係長 木ノ下トイレの変更ですけども当初見込みよりもですね、トイレ設置場

所までの給水設備、本管がかなり当初見込んでいた場所よりも遠くにしか本管が来てなか

ったということで給水するためのそういった工事費の増額、それからトイレ機能に多目的

トイレ化するというものが設計の検討段階の中で出てきたものですから、それに伴う増額

でございます。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 他にございますか。 
（「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 それではないものと認めます。それでは討論ござい

ますか。  
（「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 討論なしと認めます。 
それでは議案第 14 号 令和元年度箕輪町一般会計補正予算(第 3 号)企画振興課・みのわ

魅力発信室に係わる分について原案のとおり決することにご異議ございませんか。  
（「異議なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 異議なしと認めます。その旨本会議で報告いたしま

す。 
次に議案第 20号 箕輪町公の施設の指定管理者の指定期間の変更及び指定管理者の指定

についてを議題といたします。課長 
○毛利企画振興課長 議案第 20 号につきましてご説明をさせていただきます。詳細につき
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ましては財政係長が説明いたしますのでよろしくお願いいたします。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 
○柴宮財政係長 議案第 20 号でございます。箕輪町公の施設の指定管理者の指定期間の変

更及び指定管理者の指定につきましてでございます。こちらですけれどもまず上の指定管

理者の指定期間の変更でございます。にこりこキッチンたべりこにつきまして現指定管理

者の株式会社みのわ振興公社より事業継続が困難であるということから、指定管理を辞退

する旨の申し出がございまして指定期間を令和元年 12 月 31 日までに変更するものでござ

います。これに伴いまして 8 月の 20 日から 9 月 20 日の 1 カ月間でございますが新たな指

定管理者の公募を行い 2 社からの応募がございました。そちらの応募の内容につきまして

審査を行い、審査の結果有限会社山彦化成工業を指定管理者候補者として選定いたしまし

た。こちらで指定期間につきましては令和 2 年 1 月の 1 日から令和 5 年 3 月 31 日までの 3
年 3 カ月を指定の期間として予定しているものでございます。こちら箕輪町公の施設の指

定管理者の指定手続等に関する条例に基づきまして指定管理者の指定期間の変更と新たに

指定管理者を指定するために提案するものでございます。以上です。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 ただいま説明がありました。これについてご意見ご

質問等ございましたらお出しください。岡田委員 
○２番 岡田委員 すみません。全協でこの旨の説明があった際に中澤議員さんの方から

その中で働く方の勤務実態というか、勤務予定の時間がかなりタイトじゃないかというよ

うな話が質問がありまして、労働環境の確保というようなことについてもしっかりとチェ

ックしてもらいたいという意見が出されました。実際町がその指定管理者に対してそうい

った労働関係の改善だとか管理とかっていうことについても町の責任ってのがあるのかど

うか。もしこの例えば労働基準法違反のようなことが中で行われていた際町が何かしらの

指示を出すようなことがあるのかお聞かせいただけますか。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 課長 
○毛利企画振興課長 まず指定管理自体が施設の管理を委託しているもので、その管理に

なんだろう、関連して事業を行っていただくわけなのですけれども、その事業自体は事業者

の責任で行っていただくものだと考えております。労働環境等につきましては事業者の責

任ということにはなろうかと思いますけれども、町として、あの施設を管理を委託している、

お願いをしているというところの中からすれば改善の命令をするとかということではなく

て、話し合いをしながら従業員の皆さんがよりよい、いわゆる働く環境というものを整えら

れるようにこちらの方も気を配っていかなきゃいけないっていうところだと思います。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 議長 
○中澤議長 先般のちょっと議論の中で話題になっていたので、これ皆さんでいいのかど

うかちょっとわからないのだけれども、現実的に営業等をしていない。だけれども 12 月分

まで、12 月まで指定管理料というかは払っていたというお話があるのですけれども指定管

理料自体は協定書に基づいていると思うのでその協定書の写しをちょっと配布していただ
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けないでしょうか。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 課長 
○毛利企画振興課長 その協定書っていうのは振興公社と交わしている協定書ということ

でしょうか。承知いたしました。委員の皆さんにということでよろしいでしょうか。 
○１０番 中澤千夏志委員 お示しいただけるならね。どういう根拠に基づいて 12 月まで

お払いしたっていう今日町長が若干本会議の席でもお話にはなっていたのだけどよくわか

らないので。 
○毛利企画振興課長 その協定書の中では 1 年間ということで 3 月 31 日までという協定に

なっていようかと思います。年度の途中で、みのわ振興公社から辞退したいという旨の申し

出をいただいたということの中で、いつまでにするってのは協定ではなく、いつまでってい

う伺いの中で、内部の伺いの中で決めているいるのだというふうに思っております。 
○中澤議長 そうするとね、実際にここでもって指定の期間が変更になる。だけれども指定

の期間というの実際は来年の 3 月 31 日まであったわけでしょう。だけれども協定書上の金

額は年間で決まってるから全部払う、こういうことですか。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 課長 
○毛利企画振興課長 確か年額で 1,000 万を超えるような指定管理料だったと思います。

で、月割りによって、いわゆる 12月まで精算をするという恰好になっていたかと思います。

振興公社の方の指定管理料は。ですので 1 月から 3 月までについてはその年割額の中の 1
月から 3 月分についてはお支払いをしないという格好で進めております。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 金澤委員 
○９番 金澤委員 それに付随する質問なのですが今言ったように 12 月 31 日までが現在

のみのわ振興公社で、たまたまというか次の本会議で可決されれば新しいところが 1 月 1
日からになりますがそこでブランクなしに引継ぎになりますよね。この間の町長答弁でも

財務処理が残っているために 12 月 31 日までにしたという答弁ありましたけどそもそもそ

の財務処理の必要月数がたまたま 2 カ月だったのか。そもそも本来 2 カ月必要だったから

今回 9 月末までかな、前のとこやったの営業実態は。そうすると 3 カ月か。だから 3 カ月

全く営業実態がない期間が指定管理として発生してますよね。ですから、その財務整備に必

要な期間がそもそも 3 カ月だったのか。たまたま次の乗り換えが 1 月 1 日で計算したらた

またま 3 カ月になったのか。この 5 月にもし営業を辞めてればそっから起算して 8 月いっ

ぱいという契約期間にしたのかどうかというところをお聞かせいただきたいと思います。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 課長 
○毛利企画振興課長 次を担っていただく事業者さんが 1 月 1 日からでございますので、

そこまでの間、施設を管理していただくという意味で 12 月 31 日まで振興公社に管理を委

託っていうところの中も含まれていていわゆる残務処理も含めて引き継ぐまでの間を振興

公社に責任を持って管理していただいているというものでございます。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 よろしいですか。金澤委員 
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○９番 金澤委員 年 1,000 万っていうと概略月 80 万ぐらいというふうに見た場合にそう

すると全く営業実態がなくても建物、施設を管理するだけで 80 万を支払っているという理

解になるわけですか。営業実態があるときと何らその辺の差はないと。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 課長 
○毛利企画振興課長 そうです。施設の管理を指定管理として委託しておりますのでそう

いったことになろうかと思います。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 伊藤委員 
○１番 伊藤委員 関連のことですけれど昨日の段階で町長の回答の中に、答弁の中に 1 月

からの指定管理料はいただかないというようなお話がありました。このことについて業者

からの、新しい業者さんからの申し出で指定管理料はいただかないという話だったのか、も

ともと町が指定管理料は払わないけれど営業はしてほしいという話の中から進んだ話なの

か、ちょっとお聞かせください。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 課長 
○毛利企画振興課長 指定管理を新たに募集するに当たってその募集の要項の中に指定管

理料の上限というものを設定をさせていただいております。その上で応募をいただいたと

いうことになっておりますけれども指定管理料の上限は 0 円ということで指定管理料払わ

ないという条件で募集をして応募をいただいた現在の業者に、業者といいますか、候補者に

決まったという経過でございます。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 伊藤委員 
○１番 伊藤委員 初めからそういうその指定管理料は払わないという条件があったから、

2 社ともそういったことで出したということでいいですか。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 課長 
○毛利企画振興課長 その条件の中でご提案をいただいたというところでございます。ま

た山彦化成さんにつきましてはさらに月額 20万円のいわゆる賃借料を支払うというような

提案もいただいております。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 伊藤委員 
○１番 伊藤委員 これで山彦さんに言わせると 16日の決定した段階からもう改装に入り

たいというお話で 12月のうちに改装しながら 1 月にずれ込んでいきながらオープンをなる

べく早くしたいというようなお話ですけどそういう 12 月 31 日まで今前の振興公社の要す

るに管理料という形をとるっていうことがちょっと合わないような気はするのだけどその

改装中の部分が例えば 2 週間ぐらいになるのかな。そういう部分の話はどのようになって

るのですか。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 課長 
○毛利企画振興課長 施設の管理自体はどこかでいつからいつまでというものの区切りを

どうしても付けなければいけないというところがございまして、いわゆる 12 月 31 日とい

うところの中で今のみのわ振興公社の方のその管理の期間を切った、またこの募集に当た
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っては 1 月 1 日からというふうに募集をしておりますので、スタート時点は 1 月 1 日から

して指定管理をお願いするということで進めたものでございます。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 よろしいですか。金澤委員 
○９番 金澤委員 今の答えだと質問に対しての正確な回答でないと思うのだけど、私の

さっきの質問をそのままいくと財務処理の必要期間が絶対期間として本当に 3 カ月あった

のか。たまたま次が 1 月 1 日になるからそのブランクを埋めただけなのかということは、

さっき建物に対する管理料を払うというのはわかりました。その期間が 3 カ月という期間

が妥当なのか、たまたまなのかということに対してはいかがですか。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 課長 
○毛利企画振興課長 残務期間に要する日数が正確にどのぐらいかというところについて

は私どもの方もすみません、承知はしておりませんけれどもいずれにしても 1 月 1 日もし

くは 12 月 31 日を基準にして指定管理者が変わるということと、もう一つはいわゆる施設

を管理するのにどなたに管理をしていただくかというところの中で、そういった切れ目と

いうものをつくったというところでございます。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 よろしいですか。金澤委員 
○９番 金澤委員 もうこれ以上の中身はね、たぶん企画振興課じゃなくて産業振興課の

窓口になると思うので、今の伊藤さんの話もね、本当にそうなの。よそで管理するとこを勝

手に中入っていじるってことがいいかっていう話になるので。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 伊藤委員 
○１番 伊藤委員 今話聞いてるとね、振興公社が管理しながら改装をするのは今度やる

山彦さんだと、そういう中で改装を進めていくって、で営業をするというのは話が合わない

ような気がするのだけどどうでしょうか。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 課長 
○毛利企画振興課長 施設の管理を責任を持ってどなたがするかっていうものを二重にす

るというわけにはいきませんので、いつからいつまでというものをいわゆる境目を持って

決めたというものでございます。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 伊藤委員 
○１番 伊藤委員 それならね、細かいことを言うようだけどね、その段階で引き継いだ形

の段階で日付、日割りか何かにした段階の残り分の 12 月の管理料を山彦さんへ払うとかい

う方法だってあるのじゃないですか。どうでしょうか。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 課長 
○毛利企画振興課長 管理料としては山彦さんにお支払いはしないといういわゆる条件と

いいますか、交渉したことですので、山彦さんにお支払いするってことはないってことだと

思います。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 伊藤委員 
○１番 伊藤委員 1 月 1 日からね、なってるわけでしょ。12 月はなってないでしょ。そ
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このとこを聞いてるわけ。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 課長 
○毛利企画振興課長 その 12 月 31 日までは責任を持って振興公社に管理をしていただい

てるということですので、その間事業者さんが入って改装してるかもしれないですけれど

も、責任は振興公社にあるということでございます。ですので山彦さんがいわゆる管理をし

ているというものではないというふうに理解をいただければと思います。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 議長 
○中澤議長 この新しい契約、その山彦さんとされる、そのこと自体は今までの契約と比べ

ると年額で 1,000 万円を超えるようなお金を支払ってやってもらってたということに対し

て今説明を聞いてると、今度は月額で 20 万くらい利用料もくれるっていうのだから、新し

い方の契約のことは大変ある意味では結構なことだと思うのだけども、ただお話を聞いて

ると今までの契約がいかにひどすぎるかないう感じがするのだよね。わざわざ月割りにし

てみても何にもしてないで、そのさっきのざっとすると 80 万ずっと払い続けるっていうの

がたまたま振興公社だから優遇したのかよくわからないのだけれども、ちょっと今までの

が本当問題があるなという感じがするのだけどね。ちょっとこれ感想ですけど。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 課長 
○毛利企画振興課長 このたべりこの前にかこうじょについても指定管理の委託をみのわ

加工さんに振興公社から変わったという経過がございます。そのときの指定管理のこの議

案につきましても議決をいただく際にやはり同じようなご指摘をいただいているというこ

とは承知をしております。振興公社に委託する、そのいわゆる委託料について、もっと精査

が必要ということのご意見はいただいておりまして当然、私どももそういったことには注

視していかなきゃいけないなあというふうには思っておるところでございます。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 他にございますか。 
（「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 ないものと認めます。それでは討論に入ります。討論

ありますか。  
（「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 討論なしと認めます。それではお諮りいたします。議

案第 20 号 箕輪町公の施設の指定管理者の指定期間の変更及び指定管理者の指定につい

て、原案どおり決することにご異議ございませんか。  
（「異議なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 異議なしと認めます。それでは最終日報告いたしま

す。 
【企画振興課・みのわ魅力発信室 終了】 

 
③税務課(収納対策室) 
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○１１番 荻原総務産業常任委員長 それでは会議を再開いたします。議案第 14 号 令和

元年度箕輪町一般会計補正予算(第 3 号)税務課に係わる案件を議題といたします。お願いし

ます。課長 
○日野税務課長 それでは議案第 14 号 令和元年度箕輪町一般会計補正予算(第 3 号)の税

務課に係わる部分について説明を申し上げます。細部説明のところで説明をしたいと思い

ますので、一般の 23 ページをご覧ください。税務課に係わる補正については人件費につい

てのみの補正でございまして 2 款の総務費でございます。2 款 2 項 1 目の徴税費の 0251
の税務総務費になります。職員手当の減額 36 万 1,000 とそれから共済費の減額 6 万 9,000
円ということで 43 万の減額補正でございます。説明については以上であります。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 ただいま説明がありました。これについてご意見ご

質問あればお出しください。  
（「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 ないようでありますので討論入ります。討論ありま

すか。  
（「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 討論なしと認めます。それでは議案第 14 号 令和元

年度箕輪町一般会計補正予算(第 3 号)、税務課に係わる部分について原案どおり決すること

にご異議ございませんか。  
（「異議なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 異議なしと認めます。それでは最終日報告いたしま

す。 
【税務課(収納対策室) 終了】 

④産業振興課・商工観光推進室 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 それでは会議を再開いたします。それでは議案第 14
号 令和元年度箕輪町一般会計補正予算(第 3 号)産業振興課商工観光推進室に係わる案件

を議題といたします。説明をお願いいたします。課長 
○三井産業振興課長 それでは一般会計補正予算(第 3 号)につきまして説明を申し上げま

す。補正予算書の一般の 32 ページから歳出から説明をいたしますのでよろしくお願いした

いと思います。先に人件費にかかわる分につきましては総務課の方から説明があったかと

思いますので、それ以外の分につきまして説明を申し上げますのでよろしくお願いしたい

と思います。なお本日農業委員会の次長ちょっと葬儀のために欠席と、あと耕地林務係長の

高山でございますが本日は災害査定の手入れでといいまして金額を決める会議に出席して

おりまして欠席しておりますのでよろしくお願いしたいと思います。それでは 32 ページ関

係する係長よりご説明申し上げますのでよろしくお願いします。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 
○土岐未来農戦略係長 それでは補正予算の内容について説明させていただきますのでよ
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ろしくお願いいたします。ご覧いただいている 32 ページ中段より下あたり 0611 地域農業

振興事業費でございます。交付金の増として 13 万 2,000 円をお願いしているものです。こ

ちらにつきましては皆さんご存知のとおり、にこりこ、直売所にこりこが閉店をいたします。

直売所にこりこに現在会員さんが登録されているわけなのですが、その皆さんは 1 年間そ

ちらに出荷するための代金として 1,000 円をお一人ずつお支払いをいただいております。

行政のリニューアルの都合でそちらの方を 2 月の末で閉店し、伴いまして 1,000 円で 12 カ

月ということなのですが返金分が出てしまうということがございます。その分をお返し必

要があるわけなのですけれどもここで運営主体が変わり、そして新たに農協様へ移ってい

くわけですがこれまである種、公共施設とて行政の施策の一環として農業振興していた施

設にご協力いただいている出荷者様ということがございますので気持ちよく次に引き継い

でいただきたいということと返金ということをあわせてお一人温泉券を 2 枚お送りするこ

とを振興公社の名前でさせていただきたいと思っております。それに係る経費分として今

回要求要求させていただいているものでございます。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 課長 
○三井産業振興課長 続きまして 0619 農作物の有害鳥獣駆除対策事業費であります。13
の委託料でございます。クマ放獣作業委託料の増ということで本年につきましては 5 頭を

当初予算で予定しておりましたが今年は熊の出没が相次ぎまして足りなくなっているとい

うことで 8 頭分ということで 24 万 3,000 円の増額をお願いしたいということでございま

す。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 
○土岐未来農戦略係長 続きましてその次のページ 33 ページをご覧ください。0620 農業

振興戦略費でございます。地域おこし協力隊に関する費用を多数載せさせていただきまし

た。こちらにつきましては予算自体の変更はございませんが、活動に応じた組替をお願いさ

せていただくものでございまして具体的には研修への参加ですとか野沢菜をホエーという

牛乳の成分で漬けているのですがそういったものに対する保健所の検査ですとか、そうい

ったものの手数に充てていきたい、そういった内容につきまして組替させていただくもの

でございます。それからかこうじょの備品修繕を 11 万 7,000 円お願いしているとこでござ

いますけども備品のクウボというジャムなどを作る、真空でつくる機械なんですが、その部

品について、経年劣化により故障しておりますので、そういったものについての修繕をご相

談したいものでございます。続きまして 0623 農産物直売所等改修事業費でございます。一

帯のリニューアルの詳細設計の委託料として 800 万をお願いさせていただいてるものでご

ざいます。詳細設計の中身につきましては現在検討を進めておりまして今 JA 上伊那様など

これから担っていく皆様と協議を進めておるところですが、仮図面等を既存予算等で作成

させていただいております。そういったものを受けまして 12 月の補正で詳細設計へつない

で行き、来年の 10 月オープンに間に合わせていきたいということでございます。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 課長 
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○三井産業振興課長 続きまして同じ３３ページの下になります。13 の委託料、水路等改

修工事設計委託料の増と合わせまして 15 の工事請負費、水路等改修工事費の増ということ

で 250 万計上してございます。これにつきましては先般の集中豪雨等で越水しました役場

の北側の新井の部分の水路改修費用でございます。越水した部分の嵩上げの部分と、あと間

仕切りのカラーの漏水が見られるということで、間仕切りの補修その費用でございます。そ

れから引き続きまして飛びますが、43 ページをお願いします。43 ページ災害復旧費の関係

でございます。まず 1120 林業施設災害復旧費でございます。こちらも委託料としまして災

害復旧測量設計等委託料 131 万、合わせまして工事請負費林業施設災害復旧工事というこ

とで 1,300 万でございます。この 2 件につきましては先般の 19 号台風によりまして、かや

の高原のちょうど中樽線を上っていったところの四辻がありまして、そこから箕輪ダムへ

まっすぐいけば下ります。左へ曲がれば萱野高原で、右に曲がると峯山林道ということで伊

那に向かっての林道が走ってます。ここの路肩が 2 カ所大幅に崩落してありまして、現在

国の方への災害復旧の申請を行っております。これに対する復旧工事費用と合わせまして

測量設計の委託費用ということで計上をしてございますのでよろしくお願いします。なお、

査定につきましては昨日から行われておりまして今日県庁の方で金額が確定してまいると

思いますので場合によりましたら若干金額によりまして 3 月に一部査定の具合によりまし

て補正があるかもしれませんがよろしくお願いしたいと思います。続きましてその下 1122
町単独林業施設災害復旧費でございます。こちら使用料及び賃借料、重機等借上料増という

ことで 34 万お願いしたいと思います。こちらにつきましては、同じく台風 19 号で倒木が

かなり林道でございまして特に根こそぎ倒れた部分については、単に伐採だけで済まなく

て根の除去等もございまして、重機借上げ料の不足分を増額をお願いしたいものでござい

ます。以上が歳出でございまして続きまして歳入について関係についてご説明したいと思

いますがまず初めに 6 ページをお開きいただきましてまず繰越明許費でございます。これ

も企画振興の方で説明もあったかと思いますが、一番下の災害復旧費、林道峯山線、先ほど

ご説明いたしました路肩が 2 カ所崩落しているということで、こちらの管理工事費等を含

めまして 1,431 万繰越明許をお願いするものでございます。それからすみません。13 ペー

ジをお開きいただきたいと思います。歳入にかかわる部分でございます。先ほどの峯山林道

にかかわる災害復旧費 0206 の農林水産業費県補助金、ちょうどど真ん中でございますが林

道施設災害復旧事業補助金ということで 650 万計上してございます。こちらにつきまして

はとりあえず半分の 50％分の補助率で見ておりますがご承知のとおり 19 号等につきまし

ては激甚災害の指定になりまして見込みとしましたら補助率が 90％以上にはなる見込みで

はおります。また金額が確定次第補正をさせていただきたいと考えておりますのでよろし

くお願いしたいと思います。以上でございます。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 それではただいまの案件につきまして皆様方からご

意見ご質問等ございましたらお願いいたします。よろしいですか。岡田委員 
○２番 岡田委員 すみません、32 ページ。ちょっと説明聞き逃したのかもしれないので
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すがクマの放獣ですけども当初 5 頭を予定していたけれども 8 頭にしたっていうのはプラ

ス 3 頭なのか、プラス 8 頭なのかちょっとお聞かせください。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 課長 
○三井産業振興課長 プラス 3 頭ということでよろしくお願いします。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 他にございますか。  
（「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 なければただいまより討論に入ります。討論ある方

よろしいですか。  
（「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 討論なしと認めます。 
それでは議案第 14 号 令和元年度箕輪町一般会計補正予算(第 3 号)産業振興課・商工観

光推進室に係わる案件につきまして原案どおり決することにご異議ございませんか。  
（「異議なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 ないということであります。最終日報告いたします。 
【産業振興課・商工観光推進室 終了】 

 
⑤建設課 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 それでは会議を再開をいたします。議案第 14 号 令

和元年度箕輪町一般会計補正予算(第 3 号)建設課に係わる案件を議題といたします。お願い

いたします。課長 
○唐澤建設課長 この 12 月議会の建設課に係わる案件、議案第 14 号一般会計補正予算(第
3 号)の建設課が係わる部分の説明をさせていただきます。予算書お手元にあろうかと思い

ます。お手元にあろうかと思いますのでまずページを 36 ページ、37 ページをお開きくださ

い。36 ページと 37 ページが 8 款の土木費になってます。歳出側の補正は建設課はここの

ページ両ページのみでございます。なおこのページの中で土木総務費、36 ページの上段で

すけれども職員手当共済費というのが含まれてます。これについては総務課の管轄ですの

で説明は割愛します。それからそのページの下段、都市計画総務費の中の給料手当、共済費

についても割愛をさせていただきます。残りですが 36 ページの中段の道路維持費に 2 項

目、それから 37 ページに 1 項目あります。これについて担当の根橋係長から説明させます

のでお聞き取りください。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 
○根橋建設管理係長 では私の方から 8 款の 2 項の 1 目にあります 0810 道路維持費の関

係についてご説明いたします。こちらのところの 11 節の需用費、まず消耗品費といたしま

して凍結防止剤の購入を 92 万円増額として要望しております。こちらにつきましては例年

の実績額を踏まえまして 5 年間の平均が 3,500 袋という形でしたので、そちらに対しまし

て当初予算額がこちらに書いてありますような 92 万円現在不足しておりますので、そちら
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について増額要望をしているものです。続きまして細節 6 の方になりますけれども修繕料、

こちらの方、町道側溝路肩等修繕、こちらを 123 万円増額要望しているものです。こちら

は先ほどと同じになりますけれども、こちらも昨年の 11 月以降のものになりますけれども、

そちらの方にかかった修繕費の経費等を踏まえまして不足額として 123 万円を増額要望し

ているものです。続きまして 37 ページの方をご覧ください。こちらの 8 款の 4 項の 3 目、

0857 の都市公園管理費です。こちらの方の 13 節で細節 1 の委託料、こちらの方で支障木

の伐採等の委託料につきまして 162 万 8,000 円増額要望しております。こちらは天竜公園

の西側、今度伸和精工が今建設しているところになりますけれどもそちらの方の建物に樹

木の一部がかかってしまうということになりますので、そちらの方の処理費用という形で

増額要望しているものとなっております。説明は以上です。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 課長 
○唐澤建設課長 歳出側の補正は以上でございます。あとですね。繰越明許費の設定をお願

いしてございますので 6 ページをお開きいただきたいと思います。6 ページに第 2 表、繰越

明許費とありましてその表の中段に 8 款の土木費が 3 件ございます。これにつきまして工

事の係長の方から説明させますのでお聞き取りください。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 
○藤澤建設工事係長 では第 2 表の繰越明許費について説明させていただきます。今話出

てきました通り 3 段目になります 08款 土木費になりまして事業名が社会資本整備総合交

付金事業道路改良工事でございます。こちら継続して実施しております町道 6 号線伊那プ

リンスホテルの通りになりますけれど、こちら工事の設計積算に時間を要しまして今度の 1
月に契約予定で 5 月の竣工を目指して進めてまいります。この工事につきましては今回の

工事をもって完了するよう目指してやっています。その下でございますけれど防災・安全社

会資本整備総合交付金事業橋梁長寿命化事業でございます。こちら西天流水路にかかる橋

梁 7 カ所になりますけれど、こちらの詳細設計を行います。今月契約しまして 5 月に上が

るようにということで進めてきたいと思っております。その下になりますけど狭あい道路

整備等促進事業になりまして町道 115 号線になります。こちら沢保育園の入り口といいま

すか、大沢線から入っていた保育園までのところになるのですけれど、こちらの道路の整備

になります。1 月に契約しまして 5 月の竣工を目指して進めてまいります。以上です。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 ただいまの説明でご意見なりご質問ございましたら

お願いいたします。岡田委員 
○２番 岡田委員 37 ページの土木費ですけれども支障木伐採委託料というとで天竜公園

の伐採ということですが、樹種と本数、あと材積をお願いします。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 
○根橋建設管理係長 申し訳ありません。樹種の方はちょっとまだ載っていないのですけ

れども、本数伐採するものは 2 本になってます。その根本から切る予定のものは 2 本にな

ってまして、ただそれ以外にもちょっと周辺の木で西側の民地の方へかかってしまう木が
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何本か見受けられますのでそちらの方 2、3 本なのですけれどもそちらの方の枝払いの方も

あわせて計上しております。以上です。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 よろしいですか。岡田委員 
○２番 岡田委員 材積をお願いします。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 課長 
○唐澤建設課長 見積もり上材積出てないのですけれども処理が 5t くらいの見積もりにな

ってます。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 よろしいですか。他にありませんか。岡田委員 
○２番 岡田委員 本数が伐採本数は 2 本でどれぐらいの枝の剪定かわからないですけれ

ども、枝を払うのが 2、3 本ということで 162 万 8,000 というものの見積もりはどうやって

出したのでしょうか。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 課長 
○唐澤建設課長 業者さんからいただいてるものでありまして労務賃それから使用の機械

ですね、クレーンですとかダンプそういったものの経費の積算になっております。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 よろしいですか。  
（「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 ないようでありますので、討論に入ります。討論あり

ますか。  
（「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 討論なしと認めます。 
それでは議案第 14 号 令和元年度箕輪町一般会計補正予算(第 3 号)建設課に係わる案件

につきまして、原案どおり決することにご異議ございませんか。  
（「異議なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 異議ないものと認めます。それでは最終日報告いた

します。 
【建設課 終了】 

 
⑥水道課 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 それでは会議を再開いたします。議案第 18 号 令和

元年度箕輪町水道事業会計補正予算(第 1 号)、そして議案第 19 号 令和元年度箕輪町下水

道事業会計補正予算(第 2 号)一括で説明をお願い致します。課長 
○田中水道課長 それではまず最初に議案第 18号 令和元年度箕輪町水道事業会計補正予

算(第 1 号)の説明をいたします。1 ページでございますけれどもこちらにつきましては本会

議でご説明したとおりでございます。3 ページ予算実施計画書をご覧いただきたいと思いま

す。収益的支出、資本的支出になります。まず収益的支出の部でございますが営業費用、総

係費の移動になりますけれども 5,453 万円から 122 万 7,000 円を減額いたしまして 5,330
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万 3,000 円、予備費でございますが 300 万に 122 万 7,000 円を加えまして 422 万 7,000 円

となるものです。下水道費用の合計が 5 億 111 万円となります。資本的支出でございます

が建設改良費の補正になります。第 5 次拡張工事費で 2,822 万 1,000 円から 249 万 4,000
円を減額いたしまして 2,572 万 7,000 円として資本的支出の合計 1 億 7,176 万 2,000 円と

なります。詳細については係長の方から説明いたさせます。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 
○永井水道管理係長 それでは水道の 4 ページ以降をご説明をさせていただきます。数字

につきましては先ほど水道課長の方からご説明ございましたけれども内容でございます。

具体的には今年の 4 月の人事異動に伴う職員の人件費の補正にかかわるものでございます。

トータルの人数は変わっておりませんけれどもベテランの職員から新人もしくは 2 年目の

職員への人事異動がございまして、それに伴う減額補正となっているものでございます。ま

ず 4 ページをご覧いただきたいと思います。1 款 1 項 4 目 事業 9014 総係事業でござ

います。補正予定額マイナス 122 万 7,000 円、給料マイナス 91 万 6,000 円、法定福利費マ

イナス 22 万 1,000 円、賞与引当金繰入額 7 万 5,000 円、その他引当金繰入額 1 万 5,000
円、この総係事業の合計マイナス 122 万 7,000 円をそのまま予備費へ積み増すものでござ

います。続きまして水道の 5 ページをおめくりいただきたいと思います。企業会計では、収

益的支出並びに資本的支出にそれぞれ人員を配置いたしまして、そこに予算を計上し給与

等をお支払いしているもので、こちらも人事異動に伴う職員の人件費の減額でございます。

補正予定額マイナス 249 万 4,000 円。内訳でございます。01 給料マイナス 192 万 7,000 円、

法定福利費マイナス 56 万 7,000 円となってございます。１ページおめくりいただきまして

5 ページ、6 ページ給与費明細書になっておりますがここで 1 点補足をさせていただきたい

と思います。この給与費明細書の中段に職員手当の内訳というふうになっております。そこ

で比較のところを右にずっと見ていっていただきたいわけでございますが真ん中より右側

に時間外・休日勤務時間手当 75 万 4,000 円の増とそれに対しましてその二つ右側期末手当

マイナス 21 万 1,000 円、勤勉手当マイナス 19 万 7,000 円、一番右側に退職手当負担金 34
万 6,000 円となってございます。本来人件費、ベテランから新人等に変わりましたので手当

も減額をするところでございますけれども今年の４月以降本来ならば減額をするところで

ございますが工事係長が療養休暇で 4 カ月ほど不在になっておりました。また皆さんご存

じのように台風等の被害対応に 3 回から 4 回、また企業会計ですので出納閉鎖期はござい

ませんで決算事務というものが 4 月早々から入ってまいります。決算事務の期間が 5 月の

連休明けまで続きまして今年は 10 連休という大型連休がございまして、そこで職員が休日

出勤をしていたために時間外勤務手当に増額をする、そういったものの手当の詳細となっ

てございます。つまり期末、勤勉手当、退職手当負担金で減額をするべき金額を時間外手当

勤務に充当をしていると、そういったものでございます。 
○田中水道課長 続きまして議案第 19 号 令和元年度箕輪町下水道事業会計補正予算(第
2 号)の説明をいたします。下水の予算書の 1 ページ、2 ページにつきましては本会議でご
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説明したとおりでございます。4 ページからご覧いただきたいと思います。予算実施計画書

でございます。まず収益的収入及び支出でございます。収入でございますが営業外収益の受

益者負担金 1,390 万円に 1,155 万円を加えまして 2,545 万円、その他営業外収益で 47 万円

に 5 万円加えまして 52 万円、下水道事業収益合計 10 億 4,397 万 1,000 円とするものでご

ざいます。支出についてでございます。営業費用の処理場費でございます。1 億 8,389 万

4,000 円に 107 万 6,000 円を加えまして 1 億 8,497 万円とし、総係費 4,197 万円に 16 万

5,000 円を加えまして 4,213 万 5,000 円とするものでございます。予備費につきましては

600 万円に 1,035 万 9,000 円を加えまして 1,635 万 9,000 円とするもので事業費用合計 10
億 4,397 万 1,000 円とするものでございます。続きまして 5 ページでございます。収益的

収入及び支出でございます。収入でございますが、企業債でございます。3 億 3,580 万円に

400 万円加えまして 3 億 3,980 万円とし、資本的収入合計 6 億 4,918 万 1,000 円とするも

のです。支出につきましては建設改良費、施設整備費といたしまして 2 億 246 万 1,000 円

に 350 万 1,000 円を加えまして 2 億 596 万 2,000 円とし雨水排水施設整備費 945 万 2,000
円から 94 万 3,000 円を減しまして 850 万 9,000 円とするものです。予備費につきましては

300 万円に 94 万 2,000 円を加えまして 394 万 2,000 円とするもので、資本的支出合計 10
億 959 万 3,000 円とするものでございます。詳細については係長から説明させます。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 
○永井水道管理係長 それでは下水 6 ページ、実施計画明細書をご覧いただきたいと思い

ます。収益的収入及び支出でございます。02 目の受益者負担金、補正予定額 1,155 万円と

なってございます。これは公共それから特環地区 21 口分、55 万かける 21 口分、1,155 万

円の補正をお願いするものでございます。消費税の増税を控えまして、駆け込み需要が一段

落するということで、当初予算は 1,390 万円を見積もっていたところではございますが今

現在特に特環の地区でございます。大出大永寺の分譲地 8 区画と見込より多く受益者負担

金が納入になっておりますので増収の補正をお願いするものでございます。 
○木村水道工事係長 続きまして雑収入でございます。北小河内処理場水道使用料という

ことで支出に絡んできますので支出の 7012 処理場事業の光熱水費でございます。この 5 万

円の増というものと絡んできます。現在北小河内農集排の処理場につきまして機能強化工

事を行っていますがその段階で業者が水道を使いたいということが出てきました。その水

道につきましては現在水道課の方で管理している水道メーターの方をそのまま使用すると

いう方式をとりたいと思いますので水道料の増ということで 5 万円を見込み、それをその

まま業者から雑収入として収入としていただくものでございます。その下支出の委託料で

ございます。北小河内処理場汚泥収集運搬委託料の増ということですが同じく北小河内の

機能強化に伴いまして汚泥の収集運搬が発生しております。当初の見込みより水の量です

とかもろもろ工程の関係等を検討した結果、汚泥収集運搬委託が多くなるということが見

込まれましたので 102 万 6,000 円の委託料を増額するものでございます。 
○永井水道管理係長 それでは続きまして事業 7014 の総係事業をご覧いただきたいと思
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います。補正額 16 万 5,000 円でございます。これは水道事業会計のところでも申し上げま

したとおり 4 月の人事異動に伴う人件費のこちらは手当等の増額による補正でございます。

手当 14 万 9,000 円、下水 7 ページに参りまして、05 法定福利費 8,000 円、41 賞与引当金

繰入額 6,000 円、その他引当金繰入額 2,000 円でございます。収入 1,160 万円並びに支出

の部分でございます。処理場事業 107 万 6,000 円、総係費額 16 万 5,000 円を差し引いた

1,035 万 9,000 円を予備費に増額する補正でございます。 
○木村水道工事係長 1 枚おめくりください。続きまして資本的収入支出でございます。8
ページの収入につきましては支出が関連しますので先に支出からの説明をさせていただき

ます。7111 施設整備事業の一つ飛ばしまして 18 の委託料でございます。こちらにつきまし

ては不明水の調査を北小河内処理場区内で予定していましたがまず事業精査をして、今年

度は減額をして来年度以降よりよい調査をしていきたいという形で減額するものでござい

ます。24 工事請負費の 400 万でございますが三日町の東部処理場区域内につきまして管渠

埋設工事を行う形を当初から計画しておりましたが深さの関係で 400 万ほど増工になると

いうことが見込まれそうですので補正をするものでございます。お戻りいただきまして 8 ペ

ージの収入の企業債でございますがこの三日町の管渠埋設工事に伴う費用につきましては

企業債を借入るための増額でございます。 
○永井水道管理係長 それでは下水の 9 ページをご覧いただきたいと思います。こちらも

資本的支出の人件費の補正でございます。4 月の人事異動に伴う補正でございまして事業

7111 施設整備事業、節の 05 法定福利費これは 1,000 円でございます。端数の増額によるも

のでございます。事業の 7115 雨水配水施設整備事業、△の 94 万 3,000 円、給料△19 万

1,000 円、手当△57 万 9,000 円、法定福利費△17 万 3,000 円、予備費に 94 万 2,000 円を

増額するものでございます。10 ページ、11 ページにつきましては給与費明細書で人事係に

てご説明があったかと思いますので割愛をさせていただきます。以上です。説明については

以上でございます。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 ただいま議案第 18 号、議案第 19 号の説明一括いた

だきました。これについて皆様方からご意見なりご質問ありましたらお願いいたします。ご

ざいませんか。  
（「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 なければ討論に入ります。討論ありますか。  
（「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 討論なしと認めます。 
それでは議案第 18 号 令和元年度箕輪町水道事業会計補正予算(第 1 号)について原案の

とおり決することにご異議ございませんか。  
（「異議なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 異議なしということで最終日報告いたします。 
続きまして議案第 19 号 令和元年度箕輪町下水道事業会計補正予算(第 2 号)について、
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原案どおり決することにご異議ございませんか。  
（「異議なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 なしということで最終日報告いたします。 
【水道課 終了】 

 
⑦会計課 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 それでは会議を再開いたします。議案第 14 号 令和

元年度箕輪町一般会計補正予算(第 3 号)会計課に係わる案件を議題といたします。お願いし

ます。課長 
○唐澤会計管理者兼会計課長 議案第 14 号 令和元年度箕輪町一般会計補正予算(第 3 号)
会計課に係わる分につきましては担当の係長より説明をいたします。ご審議よろしくお願

いいたします。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 
○小松会計係長 会計課の補正予算になりますけれども給与、職員手当、共済費ともに総務

課づけの予算の関係の増ということで提案いたします。以上です。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 ただいまご説明でご意見ご質問はありますか。 
○小松会計係長 申し訳ありませんでした。ページ番号は 21 ページよろしくお願いいたし

ます。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 質問ございませんか。  
（「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 なければ、討論に移ります。討論ありますか。  
（「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 討論なしと認めます。 
それでは議案第 14 号 令和元年度箕輪町一般会計補正予算(第 3 号)会計課に係わる分に

ついて議案どおり決することにご異議ございませんか。  
（「異議なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 異議ないと認め最終日報告いたします。 
【会計課 終了】 

 
⑧議会事務局・監査委員事務局 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 それでは会議を再開いたします。議案第 14 号 令和

元年度箕輪町一般会計補正予算(第 3 号)議会事務局・監査委員事務局に係る案件を議題とい

たします。説明をお願いします。局長 
○田中事務局長 それでは議案第 14 号 補正予算(第 3 号)に係る議会事務局・監査委員事

務局分について説明をさせていただきます。一般 19 ページをお願いいたします。議会費で

あります。今回議会費で 1 万 8,000 円の減でありますが、人事異動に伴う職員手当並びに
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共済費の総務課で計上いただいている分でございます。続いて一般 25 ページ監査委員費

2,000 円の減であります。こちらも人事異動に伴う職員手当、共済費の総務課で計上してい

ただいているものであります。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 ただいまの説明で質問・意見がありましたらお出し

ください。 
（「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 なければ討論に入ります。討論ありませんか。 
（「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 なしと認めます。 
それでは議案第 14 号 令和元年度箕輪町一般会計補正予算(第 3 号)議会事務局・監査委

員事務局に係る案件について原案のとおり決することにご異議ございませんか。 
（「異議なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 異議なしと認め、本会議最終日報告いたします。 
【議会事務局・監査委員事務局 終了】 

 
【2 日目】 
⑨請願・陳情 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 それでは午前中大変視察ご苦労さまでございました。

それではただいまより委員会審査を再開をいたします。 
まず請願の審査を行います。 
受理番号 4 請願項目 免税軽油制度の継続を求める請願書ということで細部説明を求

めます。朗読を求めます。次長 
○小松事務局次長 請願 朗読 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 ただいま請願書の朗読がありました。これにつきま

して皆様方からご意見等ございましたらお出しいただきたいと思います。木村委員 
○７番 木村委員 これ 28 年のときも 12 月議会で全く同じ文章で請願が出てます。それ

でその時は全会一致で採択されてますし、これたまたまこういうふうに書いてあるけど農

業に対しても機械に対してもあるのでこのスキー場だけでなくて今までも 4 回継続して来

てるので、今回で 5 回、一番最初が 21 年から 3 年ずつって期限つきの法律になってるもの

でやっても特にいいのじゃないかな、採択してもと思います。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 他かに意見をございますか。自分も農業やってる立

場でやはりこういったことって大事だというふうに思っています。是非ともご審議を。ご意

見ございませんか。中澤委員 
○１０番 中澤千夏志委員 私の意見はですね、課税というか税金の問題で要は石油精製

品っていうもの A 重油、B 重油、C 重油、ガソリン、灯油、各種もろもろはあるのです。同

じ原料から精製した結果各種諸々の製品が出てきてそれに対しての課税制度が違うので販
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売価格が変わってるっていうことで、その販売価格の変わってる原因は要するに精製会社

と元売と、要するに小売との関係の交渉力の違いによって価格が変わっていると。今回はこ

の要するに免税制度は、要するに精製コストから生まれたその石油製品は元の価格は同じ

なはずなのに、要するに交渉力によって販売価格が変わるっていうことは、要するに不公平

な税制のもとになるのではないかというふうな意見を持っています。なので基調としては

反対です。以上です。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 他にございますか。青木委員 
○３番 青木委員 私もね、インターネットでちょっと調べたのですけど特別免税措置が

今まで継続というか、してたものがなぜこのここで令和 3 年の 3 月末で終わるのかという

その趣旨がよくわからないのですよ。で、この中で何で特例措置が打ち切りになるのかとい

う背景がご存知の方あれば是非ちょっと説明していただきたいと思います。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 木村委員 
○７番 木村委員 もともとこれってのは昭和 31 年頃かな、道路税っていうことで目的税

で出来た法律なのですよね。それが平成 21 年のときに目的税から普通税に変わったのです

けども、これは県税なのですよ。税金は、国税じゃなくて県税ってことで 3 年ごとの時限立

法になってるので最初は 21 年から 24 年までで、それから 3 年、3 年、3 年ってことで 3 年

経ってるときは 3 年の時限立法っていうことでやってるので今回令和 3 年でしたっけ、に

3 年間が終わるという。今は 30 年の 4 月 1 日から 3 年の時限立法でやってる。だから 3 年

以上時限立法ですのでやっていないのですよ。本当だったらずっとやっていけばいいのだ

ろうけど減免ということがあるのでずっとっていうわけにもいかない。要は普通税。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 よろしいですか。青木委員 
○３番 青木委員 はい、わかりました。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 他にございますか。  
（「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 それでは質疑を打ちきり、これより討論に入ります。

討論ありますか。中澤委員 
○１０番 中澤千夏志委員 反対です。討論に参加します。先ほど述べましたが要は交渉力

の強い人に安くなり、交渉力の弱いとこに高くなるという課税制度がベースになっていて

一番交渉力の弱い人は消費者になっています。要するに我々消費者ですけれどガソリン価

格、灯油価格は、要するにどうしても免税対象にはならないで A 重油、C 重油、大手の企

業や運航港湾にかかわる事業にかかわるものに優遇されているという制度の基本になって

いるので、要するに弱い交渉力のない人たちに対して負荷をかけるベースになるので私は

反対です。以上。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 他に討論ございますか。岡田委員 
○２番 岡田委員 私は賛成の立場で討論に参加します。今中澤委員のおっしゃったそも

そも論というのもわかるのですが、じゃあ実際その結果地域の産業が、弱い産業が廃れてい
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っていいのかっていう点とはやはり次元が違う話だというふうに私は思います。農業につ

いてもそうですし、観光産業についても地域の大事な資源であり産業ですのでそういった

ものをしっかりと経済的にも支援をしていくということも大事な観点かというふうに私は

思いますので私はこの請願については採択すべきかというふうに思います。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 他に討論ありますか。  
（「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 ないようでありますので討論を打ち切ります。 
それでは採決に移りたいと思います。請願受理番号 4 番 免税軽油制度の継続を求める

請願書に対して採択の方の挙手を求めます。 
【賛成者挙手】 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 それでは請願受理番号 4 免税軽油制度の継続を求

める請願書は採択であります。最終日報告いたします。 
それでは意見書の朗読をお願いいたします。 

○小松事務局次長 意見書 朗読 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 局長 
○田中議会事務局長 1 点訂正いただきたいと思います。中段 1 項になりますが、ゲレンデ

整備車のあと除雪機等とありますがこれ降雪機等、こちらの意見書の案降雪になってます

ので、読み替えていただいて検討いただければと思います。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 議長 
○中澤議長 これ出された請願に添付された意見書に沿って字句を修正した結果そういう

恰好になってのるのですがたまたま出された方がスキー場経営者ということでこういう文

章だと思うのですけれども何ていうのかな、ここから議会から意見書として出すのであれ

ばスキー場のことを全面に出さなくてもすべて並列でもいいような気がするのだけど。具

体的に言うと例えばこれまでこの措置に云々っていうところが、もう全部取っちゃっても

この措置が廃止された場合冬季観光産業とかそれから宿泊業、飲食業、多くの関連産業ぐら

いで出してもいいのじゃないのかなと、要は農業も宿泊業も観光産業もみんな並列で困り

ますということで出してもいいのじゃないのかなって思いますけどいかがでしょうか。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 木村委員 
○７番 木村委員 私もこれ元々は農業者に対してつくった法律、税金じゃない減免措置

なのでここにちょっと違和感があったのだけどその農業をもっと、農業とかそっちを全面

に出してやった方がいいような気がします。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 農業とか漁業とかね。金澤委員 
○９番 金澤委員 要は道路を走る以外の車両に対しての軽油ということですよね。免税

するの。だからそういう表現でいいと思いますよ。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 今それぞれの皆さん方からご意見でましたので、す

みません。これを若干局長 
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○田中議会事務局長 そうしましたら案をちょっとまとめていただいて示していただけれ

ばと思います。 
○中澤議長 じゃあちょっといい。言い出しっぺだもので申し上げますけども、もうさっき

言いましたように免税措置されてきましたまではいいのだけれどもその次のこれまでって

いうのが始まって免税対象となっておりってとこまでは外しちゃってこの措置が廃止され

た場合スキー、スノーボード等も外しちゃって冬季観光産業や宿泊業、それから飲食業、農

業等多くの産業で経営が悪化するとともに繋ぐ、繋げちゃっていいのじゃないかなと私は

思います。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 はい。今途中これまでからずっと降雪機等に使う軽

油も免税対象となっておりまで消してその次のこの措置が廃止された場合スキー、スノー

ボード等もこれも消して冬季観光産業負担増に直結することからスキー場運営の。 
○中澤議長 冬季観光産業、冬季観光産業から下も切っちゃって、スキー場の困難化まで切

っちゃって、冬季観光産業、宿泊業、飲食業、農業等の多くの産業にとかそのくらいでいい

のじゃないですか。木村委員の話入れれば農業をむしろ一番頭に出した方がいいかもしれ

ない。この措置が廃止された場合まず最初に農業ってやってそれで次そしたら冬季観光産

業でもいいけどさ。できるだけ元の文章活かして業種だけ羅列して書いて多くの関連事業

者が経営悪化する、地域経済全体にも云々っていうそこは繋げていっちゃえばいいのじゃ

ないのかな。後は直す必要ないと思うけど。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 それじゃあもう一遍やります。免税措置をされてき

ました、で、途中のこの措置が廃止された場合農林業、宿泊業、飲食業等の多くの関連事業

者や、これ農業消すっていうことだな、そうすると。このだもので、農業関連業者等と関連

業者等の経営が悪化するとともに地域の経済全体にも深刻な影響を与えることが危惧され

ます。以上のことが国においては、これは。消しちゃえこれ、はい。国においては観光産業

や農林水産。 
○中澤議長 それはもういったものでいいじゃん。もう。国においては下記事項についてで

繋げちゃえばいいじゃん。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 国においては下記事項について実現されるよう強く

要請いたします。これでいいですか。はい。 
○田中議会事務局長 すみません。ちょっとここで確認させてもらいます。今冬季観光産業

が抜けてましたのでちょっと言います。この措置が廃止された場合農林業、冬季観光産業、

宿泊業、飲食業等の多くの関連事業の経営が悪化するとともに地域の経済全体にも深刻な

影響を与えることが危惧されます。そんな感じでいいですか。で、以上のことから国におい

ては、下記事項について実現されるよう強く要請をいたしますと。はい。そこを簡略してと

いうことでよろしいでしょうか。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 いいですね。はい、じゃあそのようなふうでお願いし

ます。 
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○田中議会事務局長 この意見書案が議案になりますのでこの案でオッケーなのか改めて

確認をしていただいて、案は今構成しますので改めて後ほど配付するということでよろし

いですか。お願いします。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 松茸生産組合代表坂牧美穂子さんとの一緒に出され

た陳情第 12 号であります。これについてですね、若干委員会の方から小林さんに説明等を

お聞きしたいということで今日は来ていただきました。私の方から何点か質問もいたしま

すけれども小林さんには局長の方からもお聞きしていると思いますけれども我々の議員か

らの質疑を前提としておりまして陳情者の小林さんから議員に対する質問はできませんの

でその点ご了承ください。それでは陳情書についての朗読をお願いいたします。 
○小松事務局次長 陳情書 朗読 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 ありがとうございました。それでは私の方からまず

何点かご質問させていただきます。そのあと各委員の方からご質問あると思いますので、ど

うぞよろしくお願いをいたします。それから陳情者に申し上げますけれども委員長から許

可を得たのちご発言をマイクを使ってお願いをいたします。それでは、まず私の方から何点

かご質問をさせていただきます。まず下古田区長の小林さんが本陳情書の提出者となった

わけでありますけれども、というのは前回 9 月の定例会のときにも請願という形で下古田

の坂牧美穂子さんからも出てまいりました。で、この今回下古田区長の小林さんが、本陳情

の提出者となった経過について簡潔にご説明いただきたいと思います。お願いいたします。 
○小林参考人 私が陳情者になった経緯ですけれどもここに挙げられていますそのハザー

ドマップの説明、それから区山林所有者のこの 2 件の内容については山林の問題は去年か

ら区の山をどうしていこうか、もう山人足を高齢化が、老齢化が進んでいてその下の世代も

段々そういう作業をやってる人が少なくなってる。そういう中で維持していくっていうの

を真剣に考えなきゃいけないということもありましてその辺の対応をしてるときに、やは

り里山の近くに住んでる人たちの何ていうかな、気象によるものとか色々な面でかなりそ

の危険度、危険性を含んでるような状況になっている。それはやっぱり以前に松茸組合の方

で動いてる内容っていうのと、区の動きというのはやはり一致してるということでとにか

くその安全ということを考えたときに山の管理とそれから防災ということを一つの枠の中

で考えていくということも必要だということでそれで、松茸組合が公的な補助金をどう活

用したら有効かということにも力を入れて考えてましたのでその辺のところは区と一致す

る部分でありましたので、そういうことで私も名前をあげるような形で区の方も一緒に考

えていくっていうそういう流れになってます。以上です。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 そうするとこの陳情は区の総意によるものなのか、

区長個人の意見というっていうふうに言ったときどちらになるわけですか。 
○小林参考人 区の総意として考えていただいて結構です。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 わかりました。そうすると区の総意ということであ

りますと、区の意見を集約したという解釈でよろしいでしょうか。要するにその区議会とか
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それぞれの各常会ってあるのですけれども、要はそういった中で図られたことっていう解

釈でよろしいですか。いいですか。 
○小林参考人 区会議員の定例の会議の中でこういうことで何ていうのですかね、陳情書

出しますという話は出していまして、でこれについて特に区会議員の方からも問題が出た

ということはありません。それで進めてます。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 わかりました。そうするとこれは毎年毎年区と議会

との懇談会、毎年やってるわけですけれども、例えば懇談会終わってしまいましたけれども、

例えば区長会というのが毎月多分あると思うのですけれども区長会に対してはこういった

ことを、どこの区にもそれぞれ財産区皆持ってるし、そういった今の山ってのは非常に難し

くて大変今回の台風の件もあったりしてですね、倒木あったりとか非常に難しいので、そう

いったことってどこの区の多分一緒だと思うのですけれども、そういった中で、例えば区長

会に諮られて、例えば区でこういったことでやろうよとかっていうお話っていうのは下古

田区長としてはされなかったのですか。 
○小林参考人 こうしてやろうよというレベルに行ってというところが一番大きなところ

でしてまだ本当に検討し始めたばっかりということで近々では県の林務の関係でしたっけ、

センターの方の戸田さんをお招きして CS 立体図っていう山の状態が地図上で簡便にわか

るというか、直感的にわかるというそういう地図を開発されてましたので、その方にお願い

してで、山の状態がどうなってるのかとか山をどういうふうに管理していったらいいかと

いうそういう話をお願いしました。そのときに下古田でこのようなことやるのだけどとい

うことで西部地区の区長さんには話をしてそれで 10 人くらい集まってもらいましたかね。

そのようなことでやっぱりみんな西山の人たちは同じような心配があったりこれから先ど

うするかということも考えてると思うので、そんな動きをやっとし始めたところです。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 この財産区の長は間違いなく町長になるわけですけ

れども、それぞれの財産区の区長さんが主になって一応、なってるわけで今回も中澤千夏志

議員の方から山の問題についてはというお話の一般質問出ました。で当然この、こういった

ことっていうのはやはり町それぞれまあ当然区なのですけども全体を動かすことに関して

は町が主になってやると思うのけれども、このことでその町に対してこういったことの要

望みたいなっていうのは出されておりますかね。 
○小林参考人 残る形でお願いしたのは今回の陳情書という形でハザードマップの説明会

をしてほしいとかっていう。ただその区の方へ来ていただいている役場の担当者にこうい

うことをしてほしいよねみたいな話は都度するのですけどもやっぱりどうしてもきちっと

こう残る形でっていうのは今回が初めてです。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 町の方へはきちっとした文書で出しているとかそう

いうことはないということですか。 
○小林参考人 そうですね。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 はい、わかりました。 
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○小林参考人 今回のその陳情が初めてというのはこれと同じものを町長さんあてに出し

てるっていう意味で。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 町長あてには出してある。 
○小林参考人 これと同じものを文面でお願いしてるのが初めてですということ。はい。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 それから協会、この陳情書も先ほど読んでいただい

た中で見ると明確にする取り組みに当たって所有者の理解が不可欠というような話があっ

てこれ今のところ下古田区ということになってるようですけれども、これ所有者の理解っ

ていうのはある程度はされているという解釈でいい。 
○小林参考人 まだ全くそういう話は私としてというか、区として動いてるってことはま

だないです。ただ先ほど言いましたようにそのお金を掛けないでできるだけ手もかけない

でっていうと虫の良い話なのですけど、とにかくそういう公的なものを使ってとか今本当

に人が少なくなっちゃってるので何とかそういう組合体制というか組織を作ってそういう

ことが利用できればというふうに考えてますのでそうなったときにやっぱり区有林という

のは西山全部そうなのですけど住宅の、宅地のすぐ上里山のところはもう全部私有林とい

うか、民有林なってまして、その上が区有林なのですよね。そうすると区有林の方は比較的

手が入るのですけどもう一番民家に近いところがぐずぐずになってて今回の CS 立体図っ

ていうので見ても本当に家の近くもう川が始まるようなところがぐずぐずになっていると

いうのがもうわかるわけです。で、そういう状態で私たちも区有林の中は結構歩くのですけ

ど私有地の方は、私有林の方は、なかなかいかないのでこれを機にってこう地図を見たとき

に何かここおかしいねっていうとこへ行くと確かに崩れてるのですよね。そうするとなか

なか区有林だけ何とかすればどうにかなるってものじゃなくて民有林の方にもそういう手

が入るというやり方で入っていかないと結局何したのだかわからなくなっちゃう、そうい

う心配を感じましたのでやはりこれはそういう組織を前提にして動いてくのがいいという

ふうにそういう判断をしています。ただじゃあそれに対してそういう地権者に話を出して

るかというと、まだ本当に内輪話みたいな形で、誰がどこの持ち物っていうのわからないで

すし。よっぽど何かあればそういうとこは調べてっていう形になりますけど、今のところそ

ういう程度です。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 必要だっていうことはあれですけどまあそれぞれの

所有者とまだしっかりついてそこまで、お前じゃあここ何とかしろよとかってそういった

話ってのはまだ具体的にはないっていう。 
○小林参考人 はい。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 それでは各議員の皆さん方から何かありましたら挙

手でお願いいたします。金澤委員 
○９番 金澤委員 同じ陳情書の中に二つの案件がまず提起されていますが、ちょっと内

容が全く同じことではないですよね。それでその中で 1 の方でハザードマップの作成根拠

と明示された災害予想に対する云々っていうところで全町にて開催を年内に実施すること
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っていう依頼をしてますよね。これ例えば、仮に下古田区についてとかっていうことならま

だわからなくもないのですが全町にということでしてる意図はどういうことなのですか。 
○小林参考人 ハザードマップの説明ということに対してこれはうちだけの話でとめとく

のがいいのかな、どうかなというところがありまして、何でかというと結局その一番のマッ

プの変更っていうのはないのだけども一番の変更は警戒レベルが 5 段階になって防災情報

の伝え方というのが大きく変わったということに対して本当に何も説明がなくていいのか

というのが一つとそれからあとこのハザードマップは単なる改訂版ということではなくて

昭和 27 年でしたかね。6 年でしたか。最初の案ができて平成 30 年の 7 月の豪雨のあとに

改定版が出たということは大きな意味があると思っていて結局そこで防災についての考え

方が大きく変わってるということだと思うのですよね。自分の身は自分で守りなさいみた

いな、そういうことっていうのはやはりきちんとその段階から行政サポートっていうよう

な言葉に変わってるというふうに私向け止めてますけど本当にそれだけでいいのですかと

いうところは感じました。だからこれは区有林のその地権者が云々というのは下古田の問

題です。だけどハザードマップについてはどうでしょうかというところで下古田でもいい

のですけどちょっとそこのところは広い意味で陳情の中に入れさせてもらいました。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 よろしいですかね。まだあれば。 
○９番 金澤委員 趣旨はわかりました。ただこれ前回の 9 月の定例議会でもハザードマ

ップの件は出てますし、8 月の末日に配布されたのでね、か 1 日か、だから 9 月定例議会で

もハザードマップの件出てますし、今回の定例議会でも一般質問の中にかなり色んなハザ

ードマップに関する話ってのは出てます。実際に。その中で具体的に新聞等でも報道されて

ますけど福与区では独自でハザードマップ作成した云々ってのがありますよね。それにつ

いては何ら町への依頼とかそういうのなくて独自で区としてやった事例、いい事例だと思

うのですよ。そういうことも含めた中であえて全町でこの今回のハザードマップ作成の説

明をする必要性ってのは今おっしゃられたようなこと以上にまだ何かありますか。私もハ

ザードマップもちろん配付されて見て、詳細見てあとホームページ等で見て今回のハザー

ドマップの作成意義と前回のものとどういうふうに違ったとかいうことと、で、もともと町

長の答弁で何回もありますように、もともと国土交通省で発行してるものを町として印刷

部として配布してるということですので、箕輪町独自であれを作成したならそれ以上の説

明もまた改めてできるでしょうけど多分説明会を開催して今特に報道されたり受けてる公

開されてる以上のことの説明がそれ以上に特にはできるとは思わないのですけどその辺は

いかがでしょうか。 
○小林参考人 説明ということに関しては私もそう思います。ただ説明会ってどういうこ

とかというとサポート側の役場の人が地元へ来て話すということで結局何が変わったとか、

それからこれ実際そうなのですけど今回じゃあ警戒レベル 3 とか 4 とか本当にこう微妙な

ところで豪雨、大雨警報が出てじゃあレベル 3 ですと言っても夜のうちにとか明け方もう

それがちょっと危険な状態になるなっていうときにはもう逃げなきゃいけないとかそうい
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うようなところとか結構微妙な部分がいっぱいあってわからないっていう人やそれから全

員避難といっても避難所に入れない実態があるとかそれから本当に下古田のような場合避

難所が安全かというような話が出るのですよね。そういうのはやっぱり町が来て説明して

そこで初めて色々質問が出たり話が段々出てくるっていうそういう中で色々各区の問題点

とかこうしなきゃいかんという、実際に動くというところに繋がってくのではないかなと

いうそういうところを私は期待してて、それで防災マップをつくるというのが本当一番い

いのでしょうけどそれを陳情の中でやるということの意味というものをそこに求めてまし

た。で、ただこれ先ほども話をしましたように、実際町の方ですぐ動いてくれて色々話をし

たり福与の防災マップの話を聞いて、それでこの間の区長会ってか連絡事務嘱託委員長会

の中ではもうモデル地区として終わったのだけど他の区にもこういう形でボトムアップ形

式の進め方をしてかなきゃいけないということでこれからどんどんやってくっていう話が

ありました。下古田の方にもそういう形で町から担当者が来て、それで話を進めたり、色々

避難する方法とかってのも一緒に検討しながらやってきましょうという話をいただいてま

して、だからそういう流れになってきたのでそういう意味では下古田だけでなくて他の地

区もそうやって進んでいくのであれば私はあえてここでどうしても今年度中にとかそうい

うことはなくてもいいのかなと思ってます。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 よろしい、いいですか。はい。伊藤委員 
○１番 伊藤委員 先ほどもちょっとお話があったのですけど区内の中でね、所有者の及

び管理者の境を明確にし協議会を設立っていう云々ってありますけれどその下古田区の区

民の方の中に自分の山を持っていて数年前にはそういう区切りをはっきりした方がいいの

じゃないかという話があったと。ただしその後話はなくて一旦は自分のとこの山を松茸管

理組合の皆さんが自分のとこにも入っていて、多分そこにも茸等を取っているのではない

かと思われるという話がありました。それで本人はその山の区切りとかいうことに対して

はもう全然手を掛けるつもりはないと。だからそれについてはそういう話があっても嫌だ

っていうような話があるのだけど区民との意見は何か聞いておられるのでしょうかね。 
○小林参考人 境界をはっきりさせることについて区民の同意が取れたかということで答

えさせてもらいますけどむしろ私はその自分のところの山が今どういう形で何ていうのか

な、境界が決まってるかも分かってなくて一応所有者なのだけどそういうのもわからない、

むしろそういうところをはっきりさせてもらった方がありがたいという人は何人もいます。

ただそれ以上、その山について自分の地権者としての何というのかな、権利をどこまで主張

してこういうふうに使われたら困るとかそういうところの話まではまだ私としては把握し

ていないですし、ただむしろ今一番そういうのがはっきりしてるのはここはうちの山の土

地だ、ここには一切入ってくれるな、そういう人はいますし、でこっから区有林だよと言っ

ても、いやそれは違うとうちの堺はこっからだって、そういうことでトラブルになってると

いう例は多々あります。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 伊藤委員 
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○１番 伊藤委員 多分そういう話の部分から話をしてると思うのですよ。それで多分

木々の倒木なんかがあった場合にじゃあどっちが片づけるんだというような話まで出たこ

とはあったということを言ってました。だから、今の話が区切りがはっきりしないことに対

してじゃあ今そのままじゃあどこを区切りにっていう形の境をね、つけるようなあれはも

う年齢的にも嫌だしもうそんなあと自分のとこにも後継者もいないからそんな話はやめて

いただきたいという話があったのだけど、そういうような意見の声は、前の区長さん、ある

いはその前の前の区長さんあたりかもしれませんけどそのあたりときに何かお聞きはして

はいなかったですかね。 
○小林参考人 むしろ境界をはっきりさせてくれるなという意見とかそういう申し送りみ

たいなものはちょっと私はないです。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 はい。青木委員 
○３番 青木委員 まずハザードマップの件ですけれど今小林区長言ってましたけれど今

年始まったことじゃなくて私 2 年間区長会の席でも県からのハザードマップは見にくいと

いう話はずっと区長会の席でも一部取り上げられていました。今回も県からの新しいハザ

ードマップ出たわけですけれど水害地域 1m、2m 具体的にそれじゃ 2m ってのはどういう

ことだとか、ハザードマップを見てですね、自分の身を守るということが果たして実感でき

るかっていうことはこれは前からの課題でありまして私も実は小林さん言ったようにどこ

の区長もそういうこと思ってると思います。それで昨日も福与のマップ説明会に私も出ま

した。町からも町長はじめ中村課長も私服で来てましたね。福与の区長のお話、それからセ

ーフコミュニティの会長の話を聞いても福与がなぜ防災マップをつくり始めたというとこ

ろをさかのぼってみますと、結局県からの落とし込みの防災ハザードマップではあまり避

難経路も示されてないしと、こういうことで小林今区長がおっしゃったことは私もよくわ

かります。それから区長会でもずっと私の以前の時からも言ってきたのでしょうね。で、私

も出たときは町から避難経路あるいは区長も責任持って避難指示を出せ、それから常会か

ら意見を吸い上げ、色々手段を聞いてますけど非常にここは難しいなという見解です。です

からやっぱりハザードマップ、せっかく県も各世帯に配布されたものでそれは見方をです

ね、少なくともこういうものはハザードマップで活かしてもらいたい、でそれにマップに補

うためにはそれじゃあ何をするかという課題が残されてますけどもハザードマップそのも

のは 10 人聞いてですね、あれから理解するって人はごくわずかだと私も認識したので意見

はそういうことであります。ですから説明会は区でやれば一番理想ですけれども、何も被害

を受けるとこは自分の区でいるばかりはなくて例えば他の区に行ってたりあるいは町外に

出てるケースもあるだろうし、災害をいつ受けるかわからないので区単位で別にやるって

いうことではなくて私も町内少なくともそういうことも必要じゃないかと個人的には思っ

てます。 
○中澤議長 ちょっといい。 
○３番 青木委員 はい。 
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○中澤議長 今参考人招致して参考人に聞く時間ですので参考人の質疑終わった後の時間

で議論をしていただきたい。 
○３番 青木委員 失礼しました。それじゃあそういうことで。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 そうですね。それぞれ委員の皆さん方に申し上げま

す。今日参考人で参考人もお忙しい時間を割いて出てきていただいてるのでこの請願に対

して、参考人の小林さんにお聞きしたいということの質問のみをお願いいたします。他に。

木村委員 
○７番 木村委員 山林の所有者に伴う境界の開示準備を求めるっていうことは要するに

所有者の確認、所有者とか境界について町とに、そういうとこで開示をしてほしいというこ

とですか。 
○小林参考人 やはりできる範囲があると思うので、そこがいいのですけどちょっと私が

財産区の話で町へ色々こう地番から林班の方を確認したりとかってしたときにどうも地区

のよっては林班と地番が一対一になってないっていうところがあるっていうふうに聞いた

のですね。それもなかなか大変ですし、その資料が残ってるところも残らない、残ってない

ところもということで大変だということをお聞きして、もしそれを全部わかるようにする

というのは結構何年もかかるなという話を聞いたものですから、それで下古田の場合そう

やって組織化して動くときに誰がどの範囲を所有されてるということがその時点になって

いやなかなかまだはっきりしなくてっていうことになるとまずいなと思ってて、それで早

めにそういう組織を立ち上げて使うという時点で、できるだけそういうものはまとまって

いるという状況にしていただきたいという、そういう趣旨です。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 木村委員 
○７番 木村委員 関連なのですけども先ほど所有者の境、ここまではうちの土地だって

言ってるって聞いたのですけど家の近所、近所ってこともないけど、方は逆でどんどん下が

っていっちゃう。自分ちの所有を少なくしてくっていうようなことでこの作業道なんかで

倒木なんか倒れてもうそうなのですけど、もうそこはお宅の山だよと、うちの山ではないよ

って人もおりますし、それでこないだちょっと私事で申し訳ないのですけど、里山のところ

に 4m 道路開けたのですよ、作業道っていって、その時にいったのですけども皆さん下がっ

ちゃってるのですよね。うちの山はここまで、あなたの土地の山はここまでだって言ったの

だけど、いや違ううちはここまでだって言って逆に下がって言っちゃう人たちもいて、ちょ

っとさっき聞いててうちらの人と逆かなあというのをちょっと逆かなあというのをちょっ

と感じたのですけど、それで余計に開示をしてもらった方がいいのかなということを感じ

たものですから、さっきそういうことを聞いたのですけど。 
○小林参考人 どうしても必要な部分というのはお願いするとこ調べてくれてというとこ

ろはあるのですけど、なかなか広い範囲でじゃあっていうときにはやっぱり組織ができて

ないとだめとか、開示できないとかいう話になるので、そういうことなのですけど。さっき

ちょっと誤解があるといけないのですけど色々多々ありますという話をしたのですけど、
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件数としては多々あるのですけど特定の人だけですけどね。今のところ問題になってるの

は。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 青木委員 
○３番 青木委員 下古田の所有地それから民有地ありますよね。財産区にしてもそれか

ら民有地にしてもその道路敷、河川敷の境界確認、境界を確定するのは基本的には町は関与

できないと思うのですよね、ここは。そういうことで町に要請したいのか、そこら辺はどう

なのでしょうか。基本的にはそういうことだと私は町はできないと思っておりますけれど。

っていうのは木下区もそういう前例があってそれは財産区であろうとあるいは民有地であ

ると、それは町は関与できないのですよ。下古田は現状はそこは自分達できないから町にお

願いしたいということなのでしょうか。その辺どうでしょうか。そこちょっと確認したいの

ですが。 
○小林参考人 そのできる範囲、できない範囲というのも私はよくわかってないのですけ

ど、今ある情報というのはどの程度あるのかすら分かってなくて、地番で全部、何ていうの

かな。堺がはっきりしてて、だけど何㎡って出ている以上は何かあると思うのですよね、資

料がね。だからそれと林班の方の一致が見れるかどうかっていうところの整合をせざるを

得ないのじゃないかなと思ってるのですけど。私が今この陳情書の中でお願いしてるのは

そこをはっきりさせといてほしいっていう、あとその協会がこっちだ、あっちだという部分

は当事者なのでしょうけど大元となる資料だけはそういう形で押さえていただきたいとい

うのが趣旨です。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 青木委員 
○３番 青木委員 再度確認させてもらいますが、今小林さんが言ったのは確定するため

のそういうその地図なりそういうものがほしいと、示してもらいたいという意味でいいの

ですね。 
○小林参考人 そうですね。それがそうです。そうはいっても正になるものがそこに求める

しかないと思ってますので、はい。 
○３番 青木委員 はい、わかりました。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 他に。中澤議長 
○中澤議長 私がちょっと戸惑いを覚えてるのが一つありまして、先ほど来説明をお聞き

しているとこのことは、町にもお願いして、その結果町は動き出してくれたというふうにお

っしゃられてますね。で、この 1 番も 2 番も議会には特に権限があるっていうことではな

いので、やるのは町で、だから町へ出すのはある意味当然かもしれないし、ましてや区長さ

んというお立場であれば当然町へ要望できる立場ですので、下古田区の要望として町へ出

される。そのことはよくわかるのですけれど、なぜいきなり議会へ陳情になっちゃうのかな

というのがよくわからないのですよ。議会に何を期待するのかとか議会がこういう権限を

持ってるからこういうことをやれっていうのとか、その辺はそうじゃなくても、何て言うの、

さっきもよく色々わからなかったのだけれどもとにかく議会へ陳情してみましょうってい
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うことなのか、その辺をちょっとお聞きしたい。 
○小林参考人 私しもその陳情ということに対してよくわかってません。ってのは先ほど

ちょっと話をさせてもらったのですけど、町へは例えば先ほどの連絡事務嘱託委員長会で

いえばそれで済む話かもしれないのですけど、こういう形にして少しこういう内容を残し

ましょうというのが一つあったということと、それから議会の方に私が期待していた部分

というのはただ単に町へ出してその文面に載ってる部分を動いてもらうっていうのはもう

それで済むのですけど、結局この陳情書だけじゃなくて議会の中には町の多くの色んな状

況をつかんでおられるし、それから色んな話も集まってくるところというふうに思ってま

すので、そういうところで全体を見られるところが山にしろ安全ということに対してこん

なことを考えてる区があるということをちょっと含んでいてもらって、もっと全体を見た

大きな動きの中で色々やっていただけるっていうような期待がありましてそういうところ

でもう私たちが出したような陳情書の些末的なとこだけじゃなくてもっと大きな動きをと

っていただけるのじゃないかっていうそういう部分ですね。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 中澤議長 
○中澤議長 そうするととりあえず先ほど言いましたように町へ出した部分である程度動

き出してくれた。それでとりあえずある一定レベルの目的は果たせたというかそういう部

分があるっていうふうに考えていただけるのかっていう点ともう一つは今回の例えば定例

会見てますとかなり 7、8 名の議員の皆さんが防災とかそれから防犯マップ、ハザードマッ

プだとかっていう問題を取り上げて議論しているのです。これをいただいたからやってる

っていうことじゃなくてそういう意味では十分というか、かなりの人がこの問題を取り上

げているのですが、その辺については、そういう取り上げ方だけじゃ生ぬるいということで

すかね。何て言うか、 
○小林参考人 福与の動きや何かで大きく変わってきてるということは私が色々こういう

ことやってみて分かったということがあって、むしろ私の方がそういうところにアンテナ

が伸びてなくてわかってないというところもあるのでしょうし、ただ何て言うかな、やはり

今の防災マップとかっていうのはある一律の基準の中で同じパラメーター入れて計算した

もので、ざっとこう出てる。で、そういうものがぼんと出て、でそれに沿って色々動いてる。

ってだけど何かもうちょっと自分たちが本当にどこへ逃げりゃいいのかという、じゃあ区

長になったときにそのようなふうに避難の情報が伝わってどういう対応をしていくか。で、

避難所のところはどういうふうにやってくかというところがどうしても区の中だけだとど

うしてもうまく回らないというか、区の役員で 1 年とか何年かでどんどんどんどん変わっ

ていっちゃうとそこで切れちゃうとか、そういうところを町でボトムアップなのだけども

町でフォローして、それこそ行政サポートって形で動いてくれるとかという何かそういう

流れに繋がってくようなところが出てくればいいなという。ただやっぱりそれは話が出て

も実際の動きにならないとなかなか実感として湧かなくて、だからその話は出たけど進ん

でないというのが一番心配というか、そこだけなのですけどね。だから今回のようにじゃあ
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本当に、本当に避難できる地区のマップをつくりましょうっていう動きになりましたよ。町

からは定期的にいってこういうふうに話をしながらつくりますよ。っていうそういう動き

になってくるとそういう形でじゃあ防災マップも地区防災計画も一緒につくってくみたい

な流れになるとこういう流れなりゃいいのかなっていう何かそういう実際の動きに繋がっ

て、なるほどというふうになると思うのでそこのところを例えばその山の維持管理にして

も形として見えるような動きというふうに見えてくるといいなというふうには思ってます。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 よろしいですか。まだございますか。伊藤委員 
○１番 伊藤委員 マップじゃないけど先ほどから言ってる堺の話なのですけどね、これ

もう 20 年くらいも前なのだけど松島区ではね、GPS から撮った図面で東山の区切りをは

っきりさせようということで、そのときに全部地権者を呼んでやった例があるのですよ。そ

れで町も立ち合う中でそういうことを区切りをはっきりさせて、当然そのように長岡の区

民の山もあったということでその堺を立会いの中で全部印を打って今ほとんどもう明確化

されているようにお聞きをしているわけです。その中で下古田区としてもね、そういうよう

な形のもの、町へ GPS のあれで撮れるあれは出てくると思いますので、地権者の皆さんを

呼んだ形で 1 回区切りもしはっきりさせるようなことができることならまずそこからスタ

ートしてきたらどうかなって思うのですがね。私のこれ意見としてちょっとお聞きいただ

ければと思いますが。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 よろしいですか。他に。青木委員 
○３番 青木委員 もう 1 回再度確認するのですが今伊藤さんの意見で、さっき言ったよ

うに下古田区の町ができることというのは河川敷だとか道路敷からはね、町が立ち会うこ

と出来るけれど、そういうとこがはっきりしてないと町も関与できないですね。土地家屋省

呼んできてまず土地家屋士が測量したものを町が確認すると。だから町は確認するだけの

作業なので町の方がここですよということは言えないわけですよ、今の現状では。そういっ

た段階で今どうなのでしょうか、下古田は。今伊藤さんのおっしゃることは分かるけれどそ

ういう段階踏まないと町もそこが立ち会っても何にも権限がないので、そういう動きは現

在してて、町になおかつこういうことはやってくださいよということなのか、まだそんな土

地家屋調査士も呼んでなくて測量も開始してなくて町にお願いという段階なのか、どうな

のでしょうか。 
○小林参考人 先ほども言ったように私がここでお願いしてるのは正になる部分をとりあ

えずしっかりしておいてくださいっていうだけです。その境界の話はまたその次の話とい

う。林班と 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 地番とかそういうところだけです。よろしいですか

ね。岡田委員 
○２番 岡田委員 お世話になります。2 点お聞きしたいと思います。1 点はその町にも同

じ要望出されたということで若干の前進も見られるというお話がありました。私承知して

ないのですけども町から回答があったのか、その要望に対して。で、回答の中身としてどう
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いうものがあったのかっていうのをちょっとお聞かせいただけますか。 
○小林参考人 町からの回答は 1 番と 2 番が違う課へいってまして、1 番の方はこれは総

務の方、防災の方かなから出てまして 12 月 4 日付でハザードマップの説明会については説

明会っていうのは同じ内容というかマップとしては変わってないので特に説明会は開催し

ないと。ただ地区防災マップの作成というのは福与をモデルにして先ほど言ったようにボ

トムアップ型で地区中心につくってきた。で、それについてはほかの区へも同じような方法

で補助金を使うっていったかな、何かそういうような形で随時広げていきます。で、下古田

の場合はもう来年度は下古田やりたいよっていう話を出してまして、それを進める中で役

場の方も現在のハザードマップの説明だとか、それからこれからどうしてこうかという話

を随時そういうものを積み重ねてマップをつくっていきましょうってそういう回答をいた

だいてます。で、下古田の方もそういう内容で進めていければ、その説明会ということに関

しては本来の意味が出てくるので、いうことで話はしてます。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 岡田委員 
○２番 岡田委員 ありがとうございます。この 1 番の説明、いわゆる町が全戸に配布し

ているハザードマップについての説明会っていうものについては区としてはほぼ同様の内

容のその目的についてはもう達成できそうだという見込みとして認識されているというこ

とでよろしいですか。そうですね。だから形ばかりの説明会じゃなくて本来の 
○小林参考人 説明っていうかハザードマップの使い方というか、活用方法っていうとこ

ろに行ってるのでむしろその方がいいと思ってます。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 岡田委員 
○２番 岡田委員 もう 1 点すみません。陳情の要旨の 3 段落目ですか。森林の保全管理

はという 1 文ですけども 1 文というかその後、区や個人が単独で実施することは極めて困

難だということは私もそのように思っています。例えばなのですけども森林組合ですとか

この上伊那管内でいうと色んな森林整備の業者が存在するのですけどもそういったところ

も請け負う形で森林整備業務を行っているのですが、個人の林についてもですね。団地化と

いう形で所有者の方から同意をいただいて補助金をいただきながら森林整備を行うという、

その際には森林所有者のもちろん名前も明確になりますし、同意もいただくことになるの

で、森林整備についての同意もいただくことになるので森林整備についての意向も確認で

きるということがあるのですが、そういった業者への委託というのは区として検討された

のかどうかをお聞きします。 
○小林参考人 去年の話になるのですけどその山人足というか山作業をもうとりあえず中

断しましょうという話のときに、森林組合に結局山を見てもらったりとか、それでもうとり

あえず下草刈りとか除伐はもう要らない山だねというような、そういうことで先々間伐だ

ったら森林組合が請け負ってもペイできるような形でっていうような話ももらったりした

のですけど結局県民税、森林税の話があったりして、どういう組織を立ち上げてどうやって

いけばいいかというところがわかってないというところがあって結局色んなところでそう
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いう、何て言うのかな、仕組みを使えばできそうだという雰囲気だけで結局具体的にじゃあ

どこにどういう形で頼めばいいのかということをとにかく検討しないとだめだねという形

で、ちょっと森林組合の 5 カ年計画の話とかっていうの、ちょっと今棚上げになってるの

ですよね。結局今自分たちの持ち駒が分かっていない状態でどういうものを使ってとか、ど

ういうふうにしてやればいいかというところが全然まだ検討できてなくて、松茸の方はそ

ういうところが結構具体的に検討したりとかっていうこともしてるのだと思うのですけど、

まだ区の方もそういうところにかかわって一緒に見てとかっていう流れになってなくて、

だから結局今は山の状態がどうなってるかとか、じゃあ本当に今度私有林も区有林も含め

て下古田の山をどういうふうにしてこうかっていうような考えをまとめてくとか。それで

そのときにどういう持ち駒があってとこからお金を融通してもらってやるかとか、そうい

う流れに持ってかなきゃいけないのですけどそこのまだとっかかりというところです。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 岡田委員 
○２番 岡田委員 ありがとうございます。1 点だけ追加でちょっと確認したいです。森林

整備等の必要性は確認していて区長会等でもそういった話もあったり、町にもそういった

要望をする中で耕地林務係のいわゆる、耕地林務係には林務森林整備担当の職員がいるの

ですが、そういった方との協議や、この相談というのはこちらからボールを投げかけて課の

方からの返球というか、回答というか、対応はあったのかどうかお聞かせいただけますか。 
○小林参考人 私区長になってすぐその辺のところを林務課と話ししたり実際伊那の県方

の担当者呼んでくれて話を聞いたのですけどまだなかなか具体的にもうそれを聞いただけ

で全部わかったわけじゃないので、下古田の山についてどうするかという、結局私有林も区

有林も含めた形でどう考えてくかっていったときにその辺のところがどう進めていってい

いかまだわからないねっていって、そのまま今ちょっと立ち切れになっちゃってて。だから

実際にはもう県の担当者とも話をしてますし、この間の CS 立体図の勉強会のときにも県の

方からも担当者が 2 人来てくれまして、で、下古田がどんなこと困ってるのかっていう話

もわかってくれてますのでそこでちょっと色々資料は出せますからどんどん活用してくだ

さいねっていう話はもらってるのですけど、こっちも活用するだけのまだ力がないという

か、情報もパワーもなくてというところなのです。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 他に。  
（「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 それでは、以上で参考人への質問は終了いたします。

本当に小林参考人さん、お忙しい中ご出席をいただきまして本当にありがとうございまし

た。またこれから委員会で審議させていただきますので今日は本当にご苦労さまでした。あ

りがとうございました。 
それではただいま参考人の質疑十分皆さん方この陳情についてのご理解をいただいたと

思ってます。それではこれより皆さん方のご意見をお聞かせ願いたいと思います。岡田委員 
○２番 岡田委員 1 点ちょっと私も町への陳情の採択っての、私すみません、初めてなの
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でわからないのですけども、例えば先ほど区長さんの方から 1 番についてはもう求めてる

もの以上の動きがあるというお話がありましたが、そうするとそれを下回るような今の現

在の陳情のこの記書き以降の 1 番ですね。これを町に求めるというのもちょっとどうなの

かわからなくて、この陳情について採択するなり、したあとはこれをそのまま町に出すのか、

それとも変えたものを出すのか、もしくは採決するときにはこれと違うものを採決する、採

択するということがあるのか、ちょっとその辺についての確認をしたくてお願いします。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 局長 
○田中議会事務局長 今岡田委員さんのご質問ですけれど、請願権、まず請願の関係でござ

います。請願については、いわゆる本会議で、いわゆる委員会の採択、不採択の報告がされ

た後に、本会議で採択すべきか、不採択すべきか判断します。それがいわゆる町宛の請願で

あってそれが採択された場合っていうのは請願に関しては町へ採択の結果を報告し、それ

に対する対応について報告を求めることができるっていうのがあります。ただし陳情に関

してはその陳情の受付に関しては請願に準じて受付けてますけれど、いわゆる今回議会と

してこの陳情を採択、不採択、まあ採択した場合に、その結果報告を求める案件には陳情っ

ていうのはならないのです。ですので、ただし本会議で、議会の、議会として採択した、趣

旨採択した、不採択したっていうことについては、執行部がそこに同席してるので町の議会

としての考えてっていうのはそこで確認がとれるということになります。ただそこだけの

話になります。陳情に関しては。ですので、あとは町で、今岡田委員さん、この陳情に対し

て町で今たまたま趣旨説明の中でお聞きできたところもあるのですが、この案件に対して

議会としての判断は町として執行部は確認がとれるので、あとは町がもらった陳情に対し

てっていう判断はもう独自の判断になりますので、すみません、言い方悪い、分かりにくい

かもしれないのですけど、これを議会として採択しても、それに対して町への話をする内容

っていうものはないっていうことになります。ですので、結果を求めることもないっていう

ことです。はい。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 岡田委員 
○２番 岡田委員 私の聞き方が悪くて誠に申し訳ありません。本来であれば陳情・請願・

意見書の案というものがあればこの陳情というものについては請願か。請願について採択

なりの判断をして、意見書の中身については議会の中で、その文面を変えたり、独自のもの

をつくったりして提案しますけども、今回提案するものがないということになると、この 1
枚の紙そのもので判断するしかないということで、これを、つまり、この 1 番ですね。記書

きの 1 番もう既に実現しているというか、動いているものよりも何て言うかな、ランクの、

レベルとかという問題じゃないのですけども、後ろ向きな対応を求めるということについ

てちょっと皆さん意見をお聞かせいただけたらと思います。 
○７番 木村委員 木村委員後ろ向きのものを求めるっていうことじゃなくてこの議会か

ら執行部へ意見書ってものは出せないので、一切出せませんので。ただ議会でもこの内容に

ついて承知したよという程度ですね。だから請願でもそうなのだよ。出しても請願もないの
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だけど採択しましたよってやつを出してもそれを答えてくるかどうかは、ということです。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 岡田委員 
○２番 岡田委員 すみません。そうするといわゆる、採択したとしても、形としては趣旨

採択みたいな中身になるのですね。そういうことですね。わかりました。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 他に。金澤委員 
○９番 金澤委員 いずれにしても委員会として、これを仮に採択した場合には委員会で

その先に本会議で諮ってってことになるでしょうけど、議会としても、年度内に全町での説

明会をしてくれよという依頼を同時にすることになるけどそういう理解でいいのですかね。

違うの。これに採択するってことは年度内に実施することってことを採択するってことは

議会としてもそれに同意することってことじゃないの。だから議会としても年度内に町に

ハザードマップの説明会を開催することを要請なりっていうことになるじゃん。開くこと

を同意なり、開かなくていいよってことにはならないでしょ。これで年度内に実施すること

ってことの陳情に対して、採択するってことは。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 木村委員 
○７番 木村委員 すみません。要は今の一部そうかもしれないですけどこの陳情につい

て普通の趣旨採択と同じってことなのですよね。趣旨はわかったっていう程度になっちゃ

うのですよ。どうしても採択してもどこに出すわけでもないし、議会として内容はわかった

よという、ただただそのわかったっていう程度がね、判断がさっき今金澤委員さんが言った

ようにその採択何て言うの、すればそれは全部もう議会としても承認したよっていうふう

にとるのも一部ありますね。だから討論じゃないね、今ね。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 青木委員 
○３番 青木委員 要はあれですね、簡単に言えばこの意見書、陳情ね、陳情は我々意見を

交わしてそれで参考人呼んでこういうことがあることも承知したし、この文面である程度

理解した、承知しました。ただし町へ議会としてやっても町からの効果は期待することはで

きないよとこういうことでいいわけだね。はっきり言えば。こういうことだね、期待できな

いというかその義務がないと、町がそれに対して対応、対策を立てることは何もないと。強

制力がないと。雑駁な言い方じゃそういうことですよね。わかりました。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 他に。伊藤委員 
○１番 伊藤委員 趣旨採択という形にすれば趣旨では一応わかりましたよということを

理解してるってことだから、その部分で上げていっても町としても全く同じ形が理解した。

で、返ってくる言葉はもう何にもないことでいいわけかい。ちょっとわからないのだけど。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 いい、いいのよ。いいと思います。局長 
○田中議会事務局長 陳情に対して、議会で採択したから効力があるかっていうと法的根

拠は正直ないということです。ただ議会の姿勢を示している、町の執行部の前で議会で姿勢

を示してるっていう以上は町は考える必要がやっぱあるかと思います。ですので、本会議で

採択されたからそれに対して本会議で何て言うのですかね、その後どうなったとかってい
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う報告を求めることはできませんけれど、また別のところで例えば違う全協であったり

色々な場面のところで町の議会として採択した陳情に対して町としてどういうふうに今や

ってるのだとかっていう確認はできると思いますし、それに対して聞いた中でまた意見を

述べてくってことはできるかと思いますけど、今回のこの陳情を本会議で採択したから町

がやる気があるかないかとかいうのではなくてそういう今法的な根拠がない部分があるっ

ていうことなので、採択したけど意味がないみたいなことは全然ないということになりま

すので、よろしくお願いをいたします。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 それではご意見ございませんか。  
（「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 なしと認め、討論に入ります。討論ありますか。中澤

委員 
○１０番 中澤千夏志委員 賛成です。採択に賛成です。以上。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 他に討論ございませんか。伊藤委員 
○１番 伊藤委員 今の局長からの説明やら木村委員の説明からいうとそこまでする必要

がないっていうことが、趣旨採択の形であげればそれだけでいいのじゃないかなって気が

します。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 他に討論ございますか。  
（「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 以上で討論を終わります。それでは採決をしたいと

思います。先ほど趣旨採択ということが提案されましたので、まず趣旨採択をするかどうか、

決をとりたいと思います。趣旨採択の賛成の方。 
○９番 金澤委員 採択すべきでないと思います。反対の立場です。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 それ今いいの。局長いいの。局長 
○田中議会事務局長 今採決に入ってる段階で討論のご意見は受けることはできないと思

います。のでそのご判断で採決をお願いしたいと思います。 
○１１番 荻原総務産業常任委員長 討論で、先ほどの金澤委員の意見はなかったので、今

採択と趣旨採択、二つ出ましたので、その二つで採決をとりたいと思います。まず趣旨採択

という提案が出ました。趣旨採択に賛成の方の挙手を求めます。  
【賛成者挙手】 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 それでは賛成多数でありましてこの陳情第 3 号 請

願項目 下古田区における産地災害防止を目的とした具体的な措置を求める請願書は、趣

旨採択であります。 
それでは以上をもちまして総務産業常任委員会請願・陳情審査すべて終了いたします。ご

苦労さまでした。[一同「ご苦労さまでした。」] 
【請願・陳情 終了】 
午後 3 時 19 分 閉会 


